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p琴旨である。 D込a。aんは来ーミ ンヘン大塔の数核なさC、 \

ﾡオー線を式い台 ドイ ツ林彦ﾡの長ﾡである。ごこにその一を 

函かしたらの着である「林業きる済ﾡ」全三絵は独台の見解の 

と とにかかれたこの 分野 で の ﾡ期ﾡ な着であって、数え られ 為 乙 

ころがをだ多い。 Lヒも拘らす、 た列行終既に約十年をそﾡし 

ていあのに、わつが国ではその 内湾が と ん ど如 らていないようヒ 

つけられる。これは、おそらくは、 内啓が地大なのにﾡえて行文 

パ* ごジこひごケすの容ﾡでないここに 一半のﾡ宙があ 

れる. ¥たゆえ、 しあたり要旨とできるだけ平威に 

・水 このすぐれた着依の運解のためにﾡ要であると考 

n リ ントﾡﾡることに した第である。

a ち 点方こしては当ﾡﾡ一ﾡの基ﾡから紹していく々さで 

の都合上オ=表か らささにとりあ げた。その Eめ、ﾡ

心の p2czcc& の林業昆海ヒついての基本的る考え方の務分は 

xの放会に線ることになったが、ささに試少した Ma& の 

WaKL&cwe2twg Y併読して頂けれ、最にあけるドイ ッの 

病 ﾡ評価につ いての新し い考えラー 吉 ﾡ的な林価算法セ 税卿 し た 

一名知ることかでさるどめらう。

この型目は京文を約す にﾡﾡし、かっかなり界支をﾡれてっと 

らて諾み滅くすることをがけた水 読み貴してみると なお筆巻 

の 森図 と は才 当の○らきがある。 のひらきな多 少 y 埋め るため 

ドイツやオがﾡの事ばをﾡりぜながら 2oucん の森林 
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評価 についての 基本的 な考え汚を 琴約 して ﾡ顕 ににのる こに し た 

終りに、この要旨け、は「じめ中村が全訳し. とたをいYにして大 

内と中村とが共戸 して教筆しだこと友耐さしておく

至営研ﾡ室 大内 ﾡ

中村=宿
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—— 排 に B4 およ ぴ林業利 家にっ いて ---

最.林価算法次該列尊をそ済理弟の立場から問検討して、こ札 

を 番かえよ ろこいう 誠みが-部の人によ つて進め られてい る. ¥そ 

p 試 み の ﾡ在 までの ﾡ票をみると 従素 あいまいになっ て いたﾡ論 

報型の旅権こいろ気に大さな特色がみら 古ﾡ的な林価ﾡ法セ 

数歩前進出 しめてはいるが 「完全争 の る 済を前提と し、林業利 

年が与えられをYすH、少くYもﾡﾡ的には と地融癩説は正 

しいというこご。現実の至ﾡ与件からﾡﾡしているこしてし、そ 

pことによつて土地紀坂ﾡ説のﾡ義は失わ北ることはない」 いろ 

aうに、B4の再認ﾡの方ﾡに向っている。

二に対して、 B〜式を一せ経前に考えしたドイ ツにわいては、

、Bに対する判はﾡだ手さみしいしのがある。 戦像ドイッ 

ご列行た森林評価についての三っの巻書、 ナなわち、Rozegc 

:株林評価の基礎 </テ4タ、/パcC : 森林評価 (ンワ 5 クノア 5み 

) pcdaxck ・ 林業至 営る済身立進 (/ラ45 1 をみる と、いず

も8を排ﾡじている. Bをいかに理程解するかは、森林評橋の 

ヵ何を左右するげかりでなく、ﾡ業営ﾡ論にも大さな関係がある 

pで、この=人の人ﾡがどろいろﾡ由で B4を排ﾡしているかねみ 

」う。 Roz&Aeシ22ははt. ォーに、Bxが東際の林地ﾡ格とかけﾡ北 

いることが多く、 林地の評価之法こしてはﾡいものヒならないて 

A ォ=ヒ 土地総坂ﾡ説は 森林を-ﾡ位の有ﾡ体Xは考え下に、 

個々の林分の集合体Yみなしてい る こは林業営の実ﾡに合
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わないことすきわち、標地より楽すろ高ﾡる旨と削援としてい 

るが、これ は例み的 な しのこあ 乙こ。 * =ヒ 山休分 らの坂益は 

注ﾡ零季素の協ﾡ杯用の結票で あ っ c、こ夕浜感条のにﾡ分する 

ことは奉実上不可能であること、神に -微形ﾡであろ係縦る 

営では 土地Y林木乙は周定K本としてﾡ能していること 幹の首 

あをあけ ほかに ﾡﾡ的にさめざ今なえない利率ヒ」って Bαが 

大さく受勤す るこ乙 をあげてい 乙。

/zo2 は B計算の基産乙なる44、P幸の値が非幣に不 

盛栄なもらごあろこと、列率水そ以上に主ﾡ的判前にさか Lて 

いること。 非理失的な標地から分そするるきを対家Yしていっ-< 

藤卒に視笑ヒはあ りえ.ない賁値を示す こと弊をあげ P&式H 
下はEﾡ的がﾡ義しかないとのぺている.

p2Zzcと&はt. ォーに、そﾡの対象たる森林けは偶々のﾡかのﾡ 

なる条合体で はな い 今 ら、丞営全妳との圈重を辞価の基礎と し合け 

我はならないこと。 *=ヒ、林業そ啓の目標は Bz教のように、 

個 々 の奈林の 最ﾡの坂利の実ﾡではなく 森株竹有 着の 丞海の稱 た 

ﾡと して の森林そ容の最者のが票に あるこ〜、<彼は、球ﾡる均は規横の大小な尚 

わず家才く求か神ばあり、したがって企ﾡではなく、資本といつﾡ会はﾡでさい 

といっている. ^

才=に、 タヒ☆マツの推林業は B4共が週ﾡしていろ 

ろな事だしたやのではな くかなり不速速であって、ﾡ信的にけ場 

とより、 ﾡ的にも麦いﾡ未な千測する二こは危険でめり ¥ろいっ 

長類子ﾡ体予郷のなし ろるﾡ系な こえていること半をあげている.」 

ころした考えあからして 彼の森林評価の河法は、B4説が単ﾡ妹 

かの独立 し た企業形ﾡといつﾡ現ﾡからﾡた許提のしとヒ ヶ 

にって価値な求めっとするのに対し、 あく でも現実にﾡ し、 

多面的な林業知識のた用によつてを当なﾡを査ﾡによつて求めよろ 

とする。この査定にさいしては. 不ﾡ実性や多面ﾡな考ﾡして、い 

ろいろな方法をﾡ用して相互に整なはかるこいろﾡみ合せﾡ法な 

提している.

森 株評価 にかいて大さ な似 をしっ 林業利 率にっいてし、ドイツ 

わが国Yではかな り豊った想え方がさ北てい る. わが国では林紊 

「.系として普通利率を用いるとい ら遂が有力であるが、なかに総会 

[ 東益率を電ﾡする立場や、借へ金利こか -微差業の平ﾡ列消率セ 

i いよろこいろふろにかなり区々である. これに対しドイツ<は、 

I ホ業の神殊性をﾡ友して普通利率より ﾡい利率を用いるとするの

y 面説と Gっている. MイxaC や pcccuccん もまたこの通説の 

支神者である。 しし DdtzzcL は単なる面認の支神有ではなく

; )業利報を感点している、彼は豊藩な著療のﾡっ自由父理 

,一,長所を 兼調する 一般のﾡﾡ所有に基く枚益とはずって 森 

卜 株からの攻益は、所有岩の意のに、かなりのﾡ食自曲に調飾で

U あとプ ラ利炭が、交分に発拝できるよろな状ﾡヒあるときには登 

利報は悠いのが子当であ り、¥うい つ長があまり 発揮できない 

; とさには普通利撃にい利率をﾡいよっといろのである. こ 

成地から、各由にﾡﾡしつる蓄積を豊断にﾡつﾡﾡ伐ﾡのる啓で 

月率はﾡくなり はた、ﾡ々のそ旨技術、政、家計上り豊ﾡ 

の坂益調断の余地に全しい大る啓は そろい ろ制約をっけることの 

’ 小そ甘→よりも利率はﾡくなるし ﾡいﾡ未の林価議責々交通の

—等かかなり確実に予期さ 丸るに うるときは利率を他 く するとい
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っのクである。 た か林ﾡ望価算に用いる利辛は(彼村京義量の 

予ﾡがな し うる 比較的娘期 画 と っいてし 今期遂/岡 計算を行わない) 

計ﾡﾡ声の長いﾡど高くするし 啓用梅針真ぺ は、そのﾡ用名引の 

用 金 にﾡつ ﾡときにﾡﾡさ礼ろ判率 =桜会期 益率=を用いることセ 

ﾡ来している。 ﾡするに い、かかる利ﾡを問しるかこいろことり、 

従赤よ く行われているよろに、城お的 に - の利 柔セ伊 つこいろの 

ではなく、評価の目的や、評平倍客体の現在の群、ﾡ赤の椎移Yい 

狂, もの な阖别 ヒ判妳してき めなけ一れ ばな らないンいうのて あみ

A 森林評価学の任務、領域、ﾡ系

従赤用 いられて き た林ﾡ算法 wkccveztee&wwス とい ろ専 

の代りに森林評価W&イe2Zc&cgong 笈 用いだの ほ、森本林の 

ﾡ御 ね 求めるのに 公式 に4る計ﾡ分ら ではなく、いろい ろな編京か 

P ﾡ 遠の 下 に 査定く してなさ な け れ甘ならないとﾡえたか ら で 

ある. 林木庄ﾡの摂ﾡ牲といつたここから、森旅のﾡ値を確認する 

ヒ はﾡ示がある。

森林評価学の使命の本賃は そ啓組想ごるﾡ成票分ﾡを評価目的 

通うよらろに利甲するこYにある。た 評価物件のド係者の家計 

か 政策この脚ﾡや考爆することな要する、 すなわち、ある株か 

&評価しよろとするとき、その林かが至首体の構ﾡ因子どして界 

している桜ﾡを見定めることがじ撃であリ、 さらに、評ﾡ目的の 

ﾡにホア ては図長系ﾡ例複与か らあ 横計して2 るこが旭等である.

したがって評価の課患付は、単に,森林そき休や林分のﾡ求き的な 

状能とか 攻後能力、ﾡ用ﾡ担、換金能性Xいつたしののﾡかに

M断体が その竹種するそぎてか耐ﾡのご演じくいるるﾡ的お 

、び4済外約徴割を判定するﾡﾡがある. はた、 ¥れに肉Wして 

深価ﾡ休が仰 に提供 L た ばあ い、振供さ た たﾡ に おける 利益の 増 

, iの種及と ﾡ供した側における不ﾡﾡの種ﾡを選定しなけドな 

らい。したがって評価は、評ﾡ客体にﾡ係ある信列そ済の立場に 

おいて評価目約に町してなされるから、権対的な価値はﾡﾡになら
・.1:' ・

出 いし 送のよろなしのを求めるのは邪道である、

今ドイツでは林地の質はﾡﾡている。ﾡﾡだ華情の

C e> C )



下でし林地の市場価ﾡは比地万にりﾡしているが、 とはさとの地 

方の任ﾡの大ささのﾡ林面積にﾡ岸されるよろﾡ種瀬のものではA 
い。この貝ﾡ地よりしはるかに不確ﾡ性が大きまい。森林の価値の大 

都分を占める林木着ﾡの評価もた困難である。あるﾡ連にっいて 

の平均商場価ﾡは報告され ているが 個々の評価の さいにいかなる 

平均価格を 用いるかは商ﾡである 不 ﾡ分な価格で し か換金で とな 

い幼令林木はもと り: 差令木な多くﾡつ大ﾡの普ﾡ評価のときし 

¥のﾡﾡをﾡちにﾡ金すること片 法律的な制限や、豊ﾡお、ひ技 

行上のﾡ係や、木材而陽の関係や、被父上のﾡ約幹のために強く限 

庄されている。 林価京法の古美的な学説はこれらのこY 
点していないで 公武の住製を目的* していたが. このホで甲 

極の基礎に量具をおいてし、る。

森林わよひ株地価値の 直棒的計算を 函難な らしめているものに 

森林竹有着の林業乙他 の そﾡﾡ係との給合があ 大き 缶町 族 展 

所のﾡって いる保ﾡ目的 な兼ねた奈林などがと の一例で あるがこ 

の結合は、襄業との面に広く 認められる。そのため、 多くの森林4 
営の価値は その直ﾡの生ﾡ物だけで片十かに測れない。したがっ 

ご森林評価論は、森林およで林木の非林業ﾡかそ済ﾡ係をも併せて 

ﾡ解しなければならない。

このこ とウり、数業のよろな他のる済ﾡ内ヒおける部ﾡﾡ法Xら 

比戦を通して、価格決だのﾡ抜を求めるゆ零がある. いかなる価ﾡ 

決定の根據を用いるかは、請4Fの都ﾡ考扇されなけれならないが 

さ しあた り. -般的な土地売資市場において※定ﾡなﾡﾡを求める 

ニンからﾡめらよろ すなわち、土批の市場価格と攻益、書ﾡ、

本似化利率との関係幸なみるわけであるが、このさい.個々の計算 

のもこになる救考の送状にさいしては」評価目的にたじて、いろい 

シェ腫類の物的、人ﾡ ﾡ膚的な状況をも巻ﾡしなけばならない。

ﾡ燃求ﾡﾡは、一部は個々の計算項目 に、-部は評価のカ法に 

認者を与えるので 次のよろな系ﾡ的分類がなさる.

B 価格求定般撮の輸義

e ﾡ基礎の調査ご調達のﾡ類(業方法)

P まの組立ての種類と方広(評極石走)

日 個 格 决 定 根族 、

/ 価ﾡ送定ﾡ抜 を求めるための 土地価ﾡ報告の利用

は地内ピ の他 o 土地取引 の価ﾡ報告か ら、ﾡ格決定ﾡ壊かょ o 
ピ Lが新用 関係が ﾡさるよろ な若手 の宏則柱乃至 は傾何 を 生 

めなけ北ばならない。

8ov&&eeCが23の地でノタタ今〜 /デク4専阚の地位級别

M α画横般ﾡ &z 当 り 融大極格と終取益 /aのo2 当 り の黄入
・

価 格 な調省 し た 結票 友 図示 すると次のようである、

地 
区 
名

地位領ﾡ/ん②当り価格(マ0 益 /aの.リﾡ格、(マLワ)

•エ • IE 26以上 -て4eと そ&以下

2M以下 <どウ○ 2ク42 /3クe /アm 3クo

〜方ん& ■ </52 22o ラ55 /7e ラ/ケ 彩ョ

テ ケ -2&&. 3*o /ワ/2 ク /タタ ニク2 クタコ

ン o～ppん& 7/ 4oケ
・

(



ユ&a以下 /6o //ケo ク○ /3一2 3«8 454

2 ～5な2 /と 7○ ケao /33 3/2 S2

今 ～2ok /&2o タクク 一/ ユク2 <44

o～Poんa クク○ 3<o 2«ウ 3ク4

例示したつ の県におけ る価格に はかなり大きな差異がある が 

両省に共通していえることは 地位ﾡが良く なるにっ北て価格が 

増加し. 土地面積が大さく なるヒっ北てﾡ格が戒少す るYいろこ 

乙である. はた 閉入ﾡ格ど土地台の無攻益をとの旗係は注目に 

値する. すなのちﾡ際のﾡ炊益が土地合帳のそえご等し いY仮定 

すば、次表にみるよろに、ﾡ利家は、 土地面積が大キくなるに 

って増大し さらヒに 地位祭が言くなるにつれ、ごﾡ下する頃着 

な 傾ﾡ せている. 最等地 におけ る坂判率がoユョ〜/クP% 

z いろ後い攻利率となっているが これはﾡﾡの約攻益がもっと 

者いことを示しているかししない。いずにしても ・っY立 

入つ杉ﾡ用々攻益の分ﾡを行ろ ﾡ野がめ られる。

面 ﾡ 1

ﾡ攻奇階ﾡ 别 攻利率

ユca&z以下 ) ケ～ /oC2ぬ2 2oda6e 上

& ② ■ b」 b

2 んa 以下 2 odo 24ど o.a9 <45 /37 -

233 o. ク/ ○今女 ○ケ <タタ <45

ケ～2oha. &3a <o/ メ/e <a2 < /统

22 ～/och ス/夕 2so ー ー
/クラ -: 2

ウつ ては依い地位報にあつ たﾡで も、との土地の竹有若が要る 

=とによって、 攻益の前いﾡ業方法がこり入北ら こりわけ 

小価積 の ばあ いに は 野業裁培 のふろ なﾡﾡ集約族の増加によっ 

て 画い攻益があけられるかもしれない。はた、小そ営は多く家 

ﾡそ啓の形なとっている。このばあい、家族ﾡ力の部細は ¥ 

ソ地方の労初而埸の 状態になって要ってく るが、ﾡして労ﾡの評 

ﾡがﾡ用によるとさにし て依く. 事実上の祀收流が大きく なり 

らる。 .、 、 •

地和の貫い選地は 古くより利所され大体ﾡ業専戸の甲又は 

大そ断の竹有ﾡ場となっている。こ北kに対し、 よりﾡ件のﾡい濃 

地は核術の進歩季によって、主に、前述したよろなﾡい労/西ﾡ 

に世えつ る小至営が巻 れ < いる。 この ことし地位によ る抜利報 

の差奥玄説明する一因チそある。

Aeuc&e は 土地ﾡﾡ米定のﾡ壊をﾡら、土地に対する帝霊 

ご供給のﾡ係乙しての市場の商況に求めている. 彼は、新場の両 

辺から離れてい る女益価はﾡ壊のないﾡﾡ味なものであるといつ 

ごいる。しかし、このげあいの岡霊 そき面横や形態に底じて 

計ﾡされる攻旅によっご定められるとすば、Aszo8の考える 

個格こ収物御と はごﾡ どかけ離北たものではない,い ホれに は 

•,腰地の価洛以立ば 静権的4予済ﾡ論で仮定さているよろ 

収矢件に枚学的法則 にっ ていペ い し て、一微的な価ﾡ法 

閉) と外礼るものではない。

(/ユ2 (/Sン



ユ、個々 の場合に おける重要な 価格 決定根振

(現在の地装 収穫増加の羯行、専全性の尺ﾡYその他の長所

義ﾡ質開、地価ﾡ長ゝ I
猿地の価格は、ォーに生差物のﾡﾡに仮将する。しかし 撲地 

東際の価ﾡは、庄差物の価格 一-総牧益 -攻益価と買ってお

り. 番通けﾡ益価よ りHﾡい。こ の運由Y し て E4.6c乙 は次の

西子をあぜている。 ・

a ; ﾡ束期ﾡし っ みﾡ坂益増大 の予ﾡ. 生ﾡ物価格の上界か 

予ﾡさ れると か、枝術央通界件の改巻による収表重の増加 

責用 の報ﾡにし とすく 予媒純攻益の 増大 b
らゝ 坂計ﾡにおいて ﾡ種価値係ﾡ上 土地のﾡつ埼羽6桜

自を療ずする ニとによって、 注する土地所有に対す る啕5価 I 
信。財産を確係する上で、土地を角するこてが家計ﾡに与

•,える好しい利益 日

c) 数ﾡ(主に中ﾡ盾)のﾡっ でをるだけ大きい財産に対 
する藤いﾡ望。信し、堤横校大はﾡ用協約乙いうそ済的預由 

からも さこれる. ^ ]

4) 小有料は 土地を利今の沢泉乙してでﾡなく. 例 

ﾡﾡの場ン して評価す る. し そがって取利率の低下は 商園 , 

" ではなく、家族ﾡ物力の確東な列用が計北れげよいとする、

これらの理由によって、農地の価格ﾡ、ﾡ煙物の価格とは不均

衡に高く な るﾡﾡをﾡっ。二 o ニと は 撲氏な益々ﾡ会に年 い 

る二乙になるので、 土地売頁を制ﾡし さらに、土地価ﾡマ j
生ﾡ柳価 に対する、國Kる落的な立場か ら 寸 る摘切 な訪 策 な ぬ 

愛とするに至る。この見地から今目ドイツでは、生建物の極格維 

持と 数業用資ﾡの配ﾡン売却ヒ対する立汎なﾡ頂とを行って、 

不均ﾡの除去とはかっている。こうした社会主殺的な政ﾡのも込 

ごは 土地個格の間さは、資力ある商ﾡの個々の勤総ではなく」 

土地や 財貨が人民全体の利 強 に対す る我側に入 って ﾡめ られる。 

しかし この観ﾡの下においても、 産物マ土地マ財貨から期ﾡ 

されるようなﾡﾡの列益の影者とか、武ﾡの調圭や改叔のﾡ用の 

影書とか、ﾡ統的な生差の賞用のﾡﾡ考の理解にﾡめなければな 

らない。

オノ表に示さ北た土地ﾡ格の大さな地域差片 攻益、賞用、生 

産物ﾡ格の 地塚ﾡ ビけでは 説Hで さない。ごの 土地の ﾡ未の利用 

の庄あ、に対井する予週が整く形者する。亜栄地精として、あるい 

B ﾡ迷地帯として 発威ナ る 威込の あ る地域で は、土地価格は大 い 

に 商送 る、 た、 現在悠く部工北ている要い立地の術は、ﾡ業 

安ﾡの進歩の形響な強くろけて、特別に大きなﾡ塔加を示ナ可 

能住がある. したがって、その地ﾡの社会ﾡﾡ、排に救業およd 
州産業の現状 交通状況、 未の本済発威の可ﾡ性幹から認国さ 

社 ②そ済的な立地の持ﾡを把ﾡする こ と を価格決處限板の-っと 

して張調する^ .

ﾡ赤ﾡ術さ ))1 ること な計ﾡ的に把す ること は桜般込 はﾡ物で 

防 る。プロー カーー部の金ガあるしのの標縦による処格奨勤K 
もYずくﾡ格の期特と. 済ﾡ活の申らかなﾡ及込、自ﾡ的な立 

地状ﾡ* か ら 生ず る ﾡ求ﾡﾡさ ・ 利益に 関する有維なる自看 

のムす断「ンたﾡﾡしてけならない。ブローカーではなく、有ﾡ

C/



なるﾡ着のこのつな判断のﾡ票とし て生た 娟在の 士能 枚圭 

に対す る「地価の 行」は正当である。 ¥れが 一ﾡ的 4魚 西の み 

に まってなてれない ﾡり。

現任政あ X 她梱 との 不均衡の 状ﾡは下図にも 示 北 てい ろ。

wっzt8ezg のノ字oと%7に おける 土地取引 の結果 

による資本化係数

建教
/oo2

Ll 人/。 か以一の部市 
寿井 Ea人ロ,初以上市村 
7 ド 地方平•均

画
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籬

场3

也
ク
ク/
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 自
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雙
ミ77

ミ
I
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上 函 は格の示 ﾡ期待が いかに 評平価 に大きな影智を与えている か 

な初実に示している。 人ロﾡﾡの 増大Yと も に資本処保ﾡ ( 牧測 

キの迫ﾡ)が大きくなっているのは 現在あげていあ攻益どけﾡ 

際係 に、人 口の盗ﾡがﾡいﾡどとの 土地がﾡ赤発条用地に候 われ 

る閉能性が大さいことよりく る利 魂の予鬼ヒもと ヴいている。

ﾡ収益の評価は. 単に女久次支のﾡの推移をみるだけでは 

な< 、 そのﾡ通につきまとろ危ﾡをも考ﾡしなけ北ばならない。

(と)

高いﾡﾡは、係映料のさろな規則的な支増加としてか 相牧か 

の減額にまって計算さ礼る。種実なﾡ涯はピ利ﾡりは悠くなる.

上过死貝におい ては. 収疣価ととも に、商理のﾡ会でﾡ枯でき 

るいろいろな種類の価格浜定ﾡ塚が類われる。たとえば、 将赤に 

は じめて、せた はﾡ列な仮定の 下ヒはじめ て信々 の前有着に有利 

にﾡ用するﾡﾡ価値的利益とか、ﾡず し し ﾡ条件に最ﾡの飛益セ 

規準 としないよろ な人 生義的に 何けら丸 た利害ﾡ係 などである. 

岡要と供給の いろいろな勤ﾡなかﾡするここがいかに試難である 

かは、価格報告書りいろいろな 土地利甲形ﾡの価値際係を推 

納しろとﾡみるどキにﾡらかになる。

ラ名 ﾡ , ^

ノ)土地頁が台宙であつた時代よ り 数けつがれてきたﾡ格は 

住々 にして授梭、傾殺、あ多. ﾡ響等によ り整く影者されてい 

るににしても、ﾡ牧益が幣 に価ﾡ淡定根禄Y して問している.

2) しかし 総牧益は決して地位扱、価格状ﾡ考にﾡってﾡ一的 

に敍腾づけられるのではなく. むしろM有の種類、そﾡわ法、 

面積挙にたじ てま奥 が現わ れ る.

引ゝさらに、 土地やﾡの求交通ﾡ係ﾡから、 将赤の千ﾡ収益 

の増減についての証期できる米件とか ﾡ係ある不確性とか

. 土地のとその将素の利市可能性につて その土地の前所有 

治 と後 の ﾡ有者 に与 え ら 丸 る利 Mあ 8劇義にって庄するヒ 

の位の不利益幹がﾡﾡれなければな らい

4 したがって土地の枚益おゝ○ﾡ求の坂盗発属Yともヒ 土地 

や動の取 す 可能性ン ¥ の本衡的 お構放要 素も考頼太わ ばな ら



ぬ。 土地すの 一部がいうち に利流をえて 却し みといつ 

事実は ﾡﾡ的な仮定の下で護められるﾡﾡ決虎ﾡﾡYなる。

s) 最終的に村ﾡ用が規準を与える。土地の初場価絡のなかに、 

土地の調室ﾡ 用 がへって いる。たこえ は強制攻用 の ばあ いに、 

洞 じ種類 の土地の 再調達の た めのﾡ分な補省を認め ②であろう 

¥ 丸 と肩ﾡ に 、 P 零な 衣 ﾡ責が攻益計算を来 す る。伊細 は 

立 地的、原院的かつ殊方的 に みて※当な算用 が 生 物価格セ 

じて あ あ利益を滅して補横さ 九るといろ 界理 をもって いかけ

Lげならない。ごのさいは. 長ﾡ的なﾡ用こ攻ﾡが対録Y々る 

さ)個人的4画、 ナなわち、竹有着の家計にﾡした京ﾡ、貨用 

算が因当率着の五城からなねな らぬ,西当 率 ﾡ心ﾡ々 に ・

¥ 办 土地取引か らひさ おこさる すペ< の 利 益こ 概失Yな 能ﾡ 

すささある。このことまり、 評P価客体の番している普灰の竹 

有 革位々そﾡ単位 と o ﾡ理 の 下に評細 がなさ北ることになる

C 評個 に用いられる数 値 の調 苗

/ﾡ攻義 ・ ■ • •• •

& 材積およみ材ﾡ 一

森林評ﾡの前業におけるォーの課額は、林分るﾡにっいて 

の価偵決上電撃な持ﾡをつかむことであり ごのさい、ﾡ風 

次山林神有右の家計のﾡﾡが考歳さ北わﾡならぬ。注 た東在 

おょ ぴ 締未 ヒ おい c 奥環可能な収益が測定.さ L a け れ な ら な 

い。ごっしたことの解ﾡにはﾡ業素が後立っ。 しかし海業業で 

.は、攻ﾡについては絵括的か依株域が示ごれているだけで、ﾡ

C/8> 

ﾡ常放、京長番、剛差物、材種区分といったﾡ撃な資料を欠く 

ことが多い。 ピこで 本林な林ﾡ、地位、林木の形ﾡ、騎伐期 

ﾡを興にするいく っかのクループに分け、* り評価目的に 

たずる作業線またはﾡ結合を &。そろ した らた業怒 

の承均材積收蔗 を獲め る ととも に、令設、林種、地位殺別の 蓄 

積をﾡめる。さらヒに、攻義や蓄積の価値を求めるためには ま 

の材補配分 を知 る二こが に導 で あ る。

例) ア作業級におけろ地位別与攻義の材種ﾡかの-例(%)

批
伐 
採 
ﾡ

林 型 分

征1 燃材 パル 長材 二 3 々 5 < .
・.
A 今 / < /o 3

注 似 夕 22 う 4 2o 2

店 俊 

ほ似

ケ

a

<
◇

a

< // - 2o

产伐 

商伐

今

ク

//

ケ

2

«5

ﾡ準地の 資料によって、このま? な林ﾡ産分表 を作っておけド、 

林相の単ﾡな依業怒のドあいにはかなり の確東さ なもって適甲でき 

るが 混交林転ﾡ業級のとさとか個々 の林分が評価り対象であ 

ろYきにはﾡﾡでさない。 、 ―••、

減/ ○年向におけるﾡﾡ価値や価格の支勤のために、長ﾡ的な 

極 倍算の不歴束さが明らか介 とかっ て、金 身政穫 表は徴に ためこ

Zが一般に認められた。 た、かりに、物価の画がないとしても、

#かのﾡ値ﾡ区は、 蓄稿以上にﾡ列的で、立地や施葉方法に於 じて

(P)
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受てくるから、 金員攻ﾡ表はあ手り夕にはは立たない。森林評価に 

風 ナる材ﾡ配分表 は、ふっろに はﾡ本調査によつ てﾡﾡをﾡ採引に 

自る店ﾡ に分け て る ことに なる。材ﾡ配分を もっと 正確に行 う ヒ 

は 雑木調査の さい に完満ﾡ々貴ﾡ材の証を認入する受がある。

甲木またはあるﾡそﾡの平均木に信甲のﾡ種ﾡなあてはめるには 

ア:")僧単な指標が豎要 で あるが、この指標と し <はは主に 商さ に対 

「る自至のが用いらる。 かに、场数(チ =義嬴) ﾡ率

液高直Wクク)・ 4.c合vzccckcc4aP字e2ooL. Duo2cパzu- 

iaena&-uzAwuepMXe2- がある。このろち形教は材積ﾡ定に甲 

ハさ 林ﾡ西費にはﾡユ有か用いらLる.

例 ﾡ国直4今ocxc. 樹者3ダスのアとんをにちいて, 平均の 

2xuackwueiex_czzzafwue (寸落) はは棲ﾡ /み当 リo.ク cz乙, 

依に/ewの居における直るは、 5o ーノ7*○ク=38e 

( 夜付)到及でけはヨタのc で. これはFとんねこしては/4の. 

の2赦に衝する。このノ/夕み長の文大の中炎る5o-ふ* o7 

=«4cと。 こより ・殺に種ナる幹ﾡ積が測らる。

同条はﾡ幹の任ﾡの上部位費の言そなﾡ帝直その% で示 したしの 

ご あるが、多 く は幹長の チ チみに おけ ろもの な示す。

___ 7zcze の幹形区か (8cんHPe&>

幹 

贏

形 率( d ; d<3wc)

Q58 o4o 242 o4
非締にﾡ救

o4どo4a Q7o
ﾡ 殺

○72 Qク/ o.7く

中 声

onsoeooe2 oez
史ﾡ ﾡ

宛 ﾡ首直そ L

> ・・.・ . .
シ り (2/>
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例 樹智25の, ﾡ高直そ3ン3ctのTdwc2 の樹幹付上表に

・

・ ・

ハ

より 受満2判さる。 の形報の72であるから幹高/s
み ( 子に おけ る 直そは e?2 * s3 =ュク ewc であり、

吉ご減少は 地上入3 クよy 5みに至る向では = 2 
. ・*- ゴ

=os4とジっに 当りとなる。したがって幹言/& みの直るは族 

付ぶ/ちみ ﾡﾡで。ecとなるから/da «級に番す
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例 オ高さ○ィ、胸雋直圣夂クあの”依 の棵準木では、幹商 

パ 今っ ()において ﾡﾡのと き っzと cc 中ﾡ木さ szau

ﾡ桜木でユ3.くのc、また. 幹高っつ5って(みる) においては¥ 

ざポ/ヌ2 cc 今2cc -ectの直そであるから、非 

にﾡﾡであれば/aoc& の5級(/8zc で コ ～3 ca 夜

ﾡ)ヒﾡするが、 篇木やﾡ殺木のごをは4怒にﾡする.

se&Mee の長をもとにして幹曲線をﾡいておけば、東地で胸 

尚直そ ﾡ、麦ﾡ夏を調ることによって 任気の歯における 

A資の有さの直そを区から 誠みとることかごさ そにって 

私す る材ﾡをﾡることがごさる 少重の株木や独ﾡの 幹形 なも っ林、 

ホの評価には このまろな表ぐを候つことになるが ふっろのタ 

らヒやマの継林に対しては」 前述したよろに、吉区こﾡ認の事係 
PchTe NIeょer
みによてﾡみと れ ②よ?な林種義表なﾡい る か 地方的な東 

例を用 い ば十 分である.

材ﾡ表Yしては、ほかにGaye2 がモミとクヒに対してつ

7oか. F.んな.



たもの( 完着アの 調査を行っもの Beんzシ字eと が« 7にに対レ 

て作 ったも の ( 直4乙ﾡ活の肉係か ら 3 っの地位級に 分けて い る 

ア&y がタウヒに対し てったもの( 直そと材高とさ り直幸林ﾡ 

を査定する表) /12高c6ex&c& の材穫攻表表(8e&ww/uocん 

の枚表表に すいて地位級ﾡ、公殺ﾡ o 材ﾡﾡ分 を示したも のう, 

Wノスuのと の プナ林ﾡﾡﾡ分表 ( 地ﾡ級引、平均ﾡ本別のﾡﾡ配か
Bvch"

を示した場の)ﾡが発表されている。これらのつち Mcんoukcん 

の材種攻義友の 一新友例示すると次ﾡのよつである.

る。現在直ちにﾡﾡできるﾡ積を評価しょろとするとさは、直将的

ドイアカマ林の材ﾡ牧液表ﾡ

地
/

林 S%&品 

2コ 

. _ ,__
額 今 Ia. エム 22 2b 3a_ 丨 3b a 料

工
4o 二e

%
/ク -8

% % 
ヲ

% %
//

一%1/
ao タタ < パ o // 二 ス /

/o0 354 今 /ラ /3 / 々

2o 420 / ダ /夕 -○ /

so 42 &x /夕 3 a 7
I

eo 2/夕 2 a/ < /ク //

/2o ラ ラ -2o く 々 ケ / ゴ

/o < 3 /o -/ 22 /3 ノ2

ao ノメ2 ao
/oe /&< <o →o /

2o /ラo 42 ラ // ラ

いかなる材ﾡ査定のﾡ法を株用するか、 評価の種類にふつとﾡ

(

な抗 ホ材猫記録 にもと ずいて行う ことになるが ﾡ赤炊ﾡが予 

ルる 蓄項の ばあい に は才理ﾡ表表の 助け を かり て行ろ ことになる。 

営良」落葉、ﾡ株どいった副産物の評価は、地汚的新ﾡに精 

通したﾡ向家の判前にまたなサえぜならぬ

b 評価に用いる材価

ﾡﾡマ教をが 一様で林ﾡ 区分 的要がな いとき に は 政ﾡ ノチ当 

りの平均灰益がかればいが そろごないンさは 商場状ﾡ 木 

の形賃 ﾡ父の難易ﾡねﾡ量した倒々の材種剥価格の) のようにし 

て* め た林種電分表 にﾡ 用 しな け 丸 ばな り な い。

い フのﾡﾡの価格をﾡいるかこいろ向置は評ﾡの対象に際ﾡして 

こめら 机 る. 十か成ﾡし てい ていっで も伐状 し ろ る善ﾡが対象で あ 

) し かもその却が短期商に支商なく 行ろ こと ができる ときには現 

姫の細格を用 いて差支えない。しかしこのドあいでも 、 現在の短格 

がzく に悠いてさこか高いごをには向ﾡがある。蓄積が比較的大き 

ノ ーﾡに依ることがぐきないかまたは一時に伐るこてが不刑なド 

あいヒは、合理的 と 啬 えら 求 る株ﾡ画 に縦って 順次京複 さえると 

して評価するここになる。このときは ポ夫の予場攻益が神報によ 

って調整さた るこンにぐる 炊殺銀い »素にはじめ ご期律 される 

よ う な林木# 対象 であるとさヒには婚表の 長期 自にわた ◇ﾡﾡの推移

&たしかめごより 平省Yか介ﾡ台値冬求めてみるめ悪があろろ。

2 きP畑 に用いる支 少顔

攻盗価な計ﾡするとをには、原続る客とﾡけてゆく上でM菱Xさ 

るすべての そを長期 にわた る調査に ってたしかめなけドな 

らない。しかし、ﾡ林評価ヒさいして、個々のる啓責皆型ﾡの平

(5)



均信を候ろことでﾡ足してけはならない。たとえば、大面ﾡ単継林にに 

よくある女書のﾡ除ﾡとか、天ﾡﾡ新が容易に行われるこYにる 

造林責の協救とか 林ﾡ工率のぬ受がないほご城出ﾡがﾡﾡ し てい 

るとかいつたﾡ々 の 本林のﾡ有 のﾡ筒 を携査 した上で、そ当と更わ 

れる支塚をﾡめるくさである.従索、多くの森林評ﾡでは 坂検 

資 翼牀黄、階越責考の 平均盾が荻豊春; に転懈さ扎、古葉的な許越 

は. こ ク 平均値をﾡ うこと によって形化 したあ 法を林甲 しーた 

要するに貴ﾡ頼と し てけ: 評価の対ﾡたる称林またはﾡﾡてﾡの 

立地状食、好状怨, 銀の秋防港脐業的办よ ア非林業的環覚報ヒ応 b= 
ﾡ定よれなけ水ぜならない。しかし、数益計算や景ﾡ計算がどのて 

いぞ学で個列的な幸情を考ﾡするかにっ いては 一禅には謝ぜられ 

ない。この坂、謙税顔やﾡ償顔査のYをには神にﾡﾡがある,

タや ヒ業ﾡの金質後て賞所の一例なかかげるご立張の。= 

ある。(7資の材種ﾡ分表に対た するも の)

地 資用 c/んサリマルク 攻益 (/&o当リマルク)

・ .
ﾡ理賃 林賞 準め背 攻義ﾡ 推丞

工 4 そ; zo 送.2 /a4x /5○

---

ェ
ス4 4o フoと /oく.o. 444 ■ 2 ・e

/zと ■ 32 44 a4 3ク4 <a ユ a7

ご 本業利率

& 利率と岐利. 吹益と市場ﾡ格との関係

林業利室の同ﾡにﾡ林評価のﾡ にふる もので ある次、 土地ﾡ 

教/ の公式にお いてス撃と上下する と大Tに土地ﾡﾡ価かﾡり、 と 

チ に ヲ% の利条で表にゆの個と示す二 とさえあるので、利率 の粳 

日に絡望したくほる. 爻のだめ,森林許価において, 条を枝の切 

・ て*ろうという試みかなさ人ている. しかし そうすると利率と 

雨 じさ力て 不確吹な る 因が計算に入リ=む。森林薛植 は、事ﾡ上 

政対価とか米束の値や放殺域く して日政たせい。何故なら ば、 

行 場価格 のまう なぬの評価の桜ヒタ け て い る場合多 く;きE、 
・ • * • ' '

今後期特ご 入る 政益*、 ﾡ去にﾡぜら たﾡ雨によらなけ ハ は評価 

てさい 未望林が ある から て ある。 そ人故利宰のﾡ用は絶ヒマ け 

ら 储 い。 そ - て私孝ﾡる御明 し、 利辛にﾡう不確ﾡ性の軽に 

奶 め な け は な ゆ い。

林価ﾡ法C は普画引、 ときににス%といっ にい和幸が用い ゆ 

て\、る「-め. 林 栄は利犯り の伯い企兼で あると いクへかある。 こ 

小二対し を人 に. 林紫利年ど林業の政利幸との差員と梅ﾡし

条林に対 ホ る 階好 つ て 素状かﾡ入さ とでとを 強調 した。次の 

例は 正常■林累至営ではほいて•あろうな, 林茶のﾡﾡの枚利幸が 

(、か、たるものであるかを知るのに役っであろう。

例l&) ある商人か$ooんa の系林を/ooオマルクて買ったとする.

入ﾡは全 額入金 ( 金利 &%).

二 の 保林 の 現在の 年維 收晶 ほ ス500。マルク、と 査庭さ A、 し 

かって 価 は利率 3%て来めてよ引万マ ルク と 評価 た 、

(ユな) C2ク)



一 ﾡのさい/万 マルクi つた。 しにかつてリ利空は2$%なる 

のびあるのてあるが、つては金利の半分にもらな»横ほ模ﾡのよつにめえる。とて3ぐばﾡ- キ目 

ヒ、伐塚置の信ﾡ と. 食府のﾡとによつて/○オマル?の&会 

をあげら。 ス年百になると、木材価ﾡﾡきっにの< /o。A4 

の 老 全を全 部及杯 し、*ら に3 年 目 に は太材 市 場み一届 好戦、L 
てミﾡのです。んz の残り の点ﾡ可ﾡなと 代杯しら, 二うこて 

スヶ年同に?2。2 ノー とお杯 して継利益 ノv2ガマ ルク こ あけた 

残の支太と林ﾡを クブマルクで売リ少く と も o が マ ルク の 

絶さあ た, し た か、 ってこ の 美衆家 球/クク 万マ ルクさ 借 リりて s 
年何で/ seガマ レクの 能裡 を あけた にとゝなり、 そ の吹利条は 

ﾡ々o%W上に度した.

6)今族は ある公業ﾡかﾡじ孫本を同じﾡ格て貝ったとしさっ」 

但じ惜入金でらロく官己資金で. ﾡめのえ年は市況か題かった 

のマ微益は年 / マルクにつたが、その 後は市人か'よく さ)、 ・* *「 ・ '- .・ ・
委老家の殿与と、 入縁なそﾡ環の下でうヶ年継能して年縦益s 

万マルクをあげた。 した伏ってよケ年ﾡにノスる5イマルクでは 

な </ ワケマルク、のﾡﾡ基をあ . 年と し ては 引石4 fマル 

ク Hち、政利率は ライ必となった.そ の祭も市況がﾡく、 4 二 

以上の攻利幸 とあげるつと なでき た ・

「ヒン. 売ま顧I の事情' 売手は seるマ ルワ の頁債を持つ大ﾡ主であま 
・.. - .... ・..・と;; v.・・ , ・

森林かり の与絶益スろ5イマ レク では翼ﾡの利千に満たない。し 

か もﾡﾡ着属からはﾡ林の委ﾡ界のﾡ守を事求 ている。そ 二 
・・「*.「 .,*.. ・バ ・ ' ・

で 旅ほ： 負漬償還 の た め と、 物京とうけ だ森林よ り も っ と示 退 り 
: . ■: ■ ﾡ.. '・ ・

• の長い ﾡ産ﾡ得のためﾡﾡと 売る二と ヒ し佐。
■ ■ ■ ■ . • . • ^

ニ ca)

1オ い の 例 は、 林業お け る ﾡ達と汝益よ wﾡ雨 と のの別 

ほ関係から く る質そﾡ面で の長所と示 している。森林資産は、 

市況に応 じてま た所百者の ﾡに海じ て敢益はかな り の程友に調 

衛でミるし、 貴用しまにあ節でさる. 二のまうばﾡ本資産の自 

知理性からくる長Mは, 設高ば番ﾡさ持つそﾡほど大さ(. 3た 

く のよ う 5 至宅ては ・ を令本が多い ため、 資産に比較 Lて該長遷 

が少 いので 政利率かい休、 老令妹の及株後には試浜量の多 い幼

金林からる。琴するヒに森ﾡ産は. 計算上のぬ利率は必い

' も、 商ﾡの書由ﾡ理性から く る特別玄利适かあ り、 二の烈 

益は森林ﾡ産の次宅ゃ、 至芝ﾡ久のそﾡボ身等ま Jて支てく 

る.のである. したがって、一ﾡの林ﾡ烈率をﾡいるニヒは正しく 

ないこどと、 普画別幸よ りはﾡい利幸か 用いらょるこ とと 理ﾡ 

さ小る. -

*こで いか Q ろ aら い I< いか & s 利率こ 品いるみ マ 5 方お、 こ 

のほめにば ※産2 ? の ゆ盛とその類星の 場傷格と o 蟻と 統 

計的に花ぜす る野なめる。 =のばあ、に次のようﾡ熟が契めら

ろ-•

z) ﾡと市場/格との係は、一般的にも、 3た、個々のはあい

< も ﾡ足 Lた大ミ さと しては示しえない、 一眼的 ロス及 とLて は、 

せいせい,ﾡも信用ヶみリ、 クっって 検金て さ る救ﾡにす 

る平均利幸い通している. •

ル主地ﾡ格に示4ﾡ送東は: 一-部ほは主地本足の程度とのル益勢 

4 の 特殊件に もとすいてやり 一部は 土地所ﾡ に伴っ て 現在お s 
w #に典待 ご る 特一伺 の長Mきたは ﾡ所に礼とすいている」*

(ユラ)



そごで次のいすかのよ う に差異を生 る ・

;) そﾡ的に地条件によ って説用3 ふるもの

厂) 全性の大ル. 益増加の期特 自由郊理性の大小等におけ 

る特別な性ﾡ に とすくの

i) 通ﾡ,当該工ﾡ己にﾡ産の買手:たは下ﾡ名として同ﾡに 

る人々の生治 頃係 や 圭満 関係にいとすくしの. こは -般に 

主観的 なしのとづる い、 比鞍的 な六マな土地 ﾡ恵呼ら八た人 

々 のけの元買の対 録となることよ ) 土地品裕に芝ﾡがうらハる 

ことuリ (一方 家族そ,で 目先’つ:た さ-計師を»从 る,

c) 主地のﾡﾡし 以4もキ々 浜ﾡ ろ い このこと は益と示確矢 

にする一方、 4烈て利通然生と朔特ごせる. にのrい、 そ営の 

ﾡ礎を摂 っニとはく、 收基お sい K星部分 の検金が 青的か「 L 

ろ混、また投金可能な師分介か大い ど. ﾡ期 的 に 価 格 ﾡ 巴: 

考 えりル る日 と、M有者 - 有利 とほる.

d ※産部分 について. いかは る程浸き で色由処理L うるのと(う 

ことは、 法律々 ﾡ度のﾡ負、 材有ﾡの尿計等にﾡﾡしている。 

大ミな土地やダ産の取引は、 自然的、慣習的. 式律的に制頂さ』 

ている。 ﾡ方吹猛の欠理に口ﾡﾡか少い。有価ﾡﾡ々家屋の相 

君は決めら4た和子々条賃& と り 6はにら にいか、 森林所戸

- 有 は 等 々 の収益る 他 ﾡ に海 して 六にﾡ 項す ることかて ミ s、 本 

林ﾡ産 の持っ=の特性に、 特上 小また は 中堂 ﾡ に お いて 行にﾡ 

周する。しこがっつて小きた中そぎのﾡ林では幸上の 炊テ率かせ 

・、 ﾡﾡﾡ1高まるが、 大を感じでは毎分的に止まる.

b) 彼バ業利 ¥の正ヨ 性

c3o)

由曲的なﾡ価ﾡ法の張有の多くは、ﾡ観的な利条、 試ラ・ 設 

は簡ﾡと来のる め の資オ化利 率 として 比ﾡ的悠いﾡ 業利辛 () 

ニ二山 しに。 多くの森ﾡﾡﾡは、何へ的な利号両係にﾡして、* 

川」受に&いﾡ期な利幸さﾡ用 Lた. 方観ﾡほ林楽利幸と して 

催い利幸 と 用いる ﾡ由( 株林賃産をあ <き価する理由) & Socdっ 

等 次 の よ フに あて い ラ。

質ﾡ体猛. 現的 収穫,森林ﾡ産ﾡ倍の指加ﾡ同.

z 資産ﾡ値およ 汾 ﾡﾡﾡの大ミ事冬ﾡ

ﾡ林資産お s ひ 反租 義得 の未勤性

y 管理や王営ヶ各ラなこと ,

ﾡい生産期間 と そルにさ り 祿證ミ る大ミ なな全性

2 そﾡの戚に伴 7利条の名下

個人 的 なﾡ由や 森林 の 向 ﾡ的益等

二にらの多くは、 いままてのﾡ明のなかてのべりている。前部 

て強語 し と、森林質産ﾡﾡの大部分を5める木著ﾡ2自由に処理 

てさると いカﾡ矢と、 毎ﾡと市えにﾡして大ヤに加式出ﾡるとい 

クテ呉とには林米に特有のしのてある、 ニハは正のう)5 の2) に

ている。 V
c 林崇ﾡ率の政階づロ (画ﾡ, 輪 鹹, 評簡目的冬にもとすい 

て) .•t
株業利幸と して 比取的悠い利季と 岡いクるのは、 前したよウに 

断いな全性マ、自由然理可ﾡ性、吹益の価他始加か見込ハるつと 

可将的な利盗等の利呉み認めらるばあいである. したかつて, 現

況か 該好で ﾡい 政益を あてい る S い と か,素林所T老の有情

( )



等か ウ頁用を大に 節約 し ていろごいにどでは, 低い利ﾡ2便 う 

ﾡ由 はﾡしにい。ニル対し 現在 下の ドン-あるレ とか 

少の「多 < の ﾡ用と か「ているとさと か、 い っ ら に太通肉係か 改 

巻さ合 昇以の とさYか, ﾡﾡの改毛によつて赤林 の 生産力が ョ L 

<ﾡめら比るこ とか確索な とさなとては ないポ 華 か、用い ル る. 二

のざ ?な至の改商フげは所ﾡロ放の大ハ、 材、オﾡの ・家につ 

いて行する。

カ はみい、法行によ.の 制限の は"、に、林産物の市

規网徐 労仞為の存；,同係,所賀看の駅計等か、りの制約によって、 

ハ 森麻 の と:よルﾡの保続かﾡく 取 さるのて 族の 自由ん

ﾡ可生ク 少くない. した 娟 つ て利率 力: 話く なる とか多い。 

林分宿使の面ては、 Baしかいっているう一に.輸

r る ぶ と 条 ク 小 く なる, T営卵かﾡくな るほ ど国 ﾡ の 收、利字は 

ハ く ◇の対 し、 (由理 Lっる 福ﾡ師分か 大ミ< なるか ら こ 

ある. 寺たﾡ林技術的にみて、 若積の 自由如蓮が 制限と ウi)：う。 

な永ク —— タウヒ やマ ッ の つさ くある -—— で ほ 利率 は 為 くな る 

ミに対し プナﾡによくみクルろように、 裂任のルをはルいか 

上壌状ﾡかﾡく、 ﾡ示ま り 改益の多い林分さ ﾡ以 し り る休分ては利 

率はくにる. 二の晃地かり、 たとえばブナの作業くは2発%、 7 

シ ヒに マ マ ツ の 作 業級ては ラ % の 利 か逆はいる。

L 2じ2c2 は . 地位級 - しﾡがって利率を かえることさ 提乗 

Lているが、 ニムは誤りてある。 彼は地ﾡか理くおるほどﾡ簡め長 

キが修下する二とから、 このよクな複束をしているか、 現失のﾡﾡ 

以長孝と利率とはﾡ』てある。 しにT位級の林クよも、ﾡ

全性に子 し い方等地位級の林分みい利率と 用いてよ い理由 はない。 

平価の 同 的のいかく に よって利幸か買っ てくる. 場価ﾡや神 

願の 型た テ は い には、い3は で のべてさに 保林資をの も っ

〒仕かる気* 朮る こ と になる次、取餘税とか 固定資暹状の 査足の ほ, 

二 は、受名のカ のみか才象と d り、 しﾡかっ てい利幸と 

甲いる二とは 不公 平である。

至受や 管環ﾡに汁 して 他い 利率运 用 いる こ と - っ ては途写か 

ある。 どncイ2cd4 は、-企業に作用するすへての起手区の羊ﾡ的 

こ市性と ハ? 二とから利率を何々のﾡ回分にﾡえるコ とか不今ﾡで

:のへてい る. え価の算。 さ あ に はそ の面り である. し 

士地ﾡ望/引 や林木ﾡ甲崎の 計算 のヒミには、吹盗とﾡ甲との 

同 夕十のヲィ ムラッ ゲ かあ り、面右のﾡ 滞性さ ﾡすちことヒ 

は災談か ある 個 々の林分は, 土拋晶收在説 一菊之 ているよクなそ 

4 崇て にない。神ﾡ額ﾡ定 のためのﾡ用価計算に 用いら ◇利 

車か;唇」こゝトとI、り理由はない.,

夕 ある土山ﾡﾡか、当ﾡの材間や直林ﾡの岡係から十は又% 

仁“利・ 魁 ) し か期待限末 いヶ:、燃末の林間のﾡﾡる予ﾡ Lて堂 

林しと「る。 *のﾡル処ハ4学ク後に破壊さ Atと場合の神体作頃 

とLては. 林責ほに似用 Lたとさ に吹得しうる答であったA 

類によつて 計ﾡゞ4r- t o て かる。 こ の利a の遠準と しては 

行 の 金ネ い甲い ら4る.

し吹あ才のき価のさ い に用い ら る利幸は. *の山林枚益ﾡの 

内与によってﾡる. 三の叔利ﾡ、ﾡ々の益か、登的に決めら 

てい て、 Lﾡか てそのﾡ値ﾡか*の 時の 生ﾡﾡの価格や 改表ﾡ
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にキイ て)めりルる石 の力、. あるいは -来のﾡ利の限マ内て、 て 

の時のMﾡによつてミゅらハるものかのどららかで ある. ﾡ右は ネ 

賃* 小 作料の さク Iに固足的であるかっﾡ ・神 幸と甲いろのが最当る 

あろっ, =に対L ﾡ名て は 白 由 ﾡ可能性な 大さい-と ) Lて 

一般の浜林評価に用いウるﾡのの利率かいらさ ク 要するに 

叔利の行ﾡに対する制ﾡか大さいほど、ﾡス利にもとす <以益が式ル 

するﾡ向か強いほど和ﾡは 港<てり 特十後者 の考しい はあ いには 

普垣利率以上高めらる。 ZenaeeBwzewx&- ば ヤ利 価価 の 利 架 e
務塔加の更以等に しRがっ て み5〜ケ5平ザ4%とすると埋 

ﾡLと. 着名は、 =の型系/に貨以するい 但し -最のﾡか評価 

おいてス〜ラスク用いらている今日においては. 械始:べ - 

W % の範岡回内 とする ニ とかキシごある と遠う。

d 結 (和幸の忍ﾡ性に対す る独整)

燃条ﾡ算におい てﾡ用さ h る 利率 次非常に 怒意 的に 激階 っ’ 0 、 人 

る=とに社Lては- 山林めか、 地の係ﾡﾡの了解のもとに、 林汽

年の惑達窓. 限取ス にﾡ田を 清々考示するた とにっ て対然さXる」 
そのさい、- ﾡ的な木 オ価ﾡの状ﾡ、銭金、普鹼序<風立鋼分の 朝引半、ﾡ東な有太 
義がの刑ﾡりﾡ>

どの他吉条ある交そ済埼株等かその半として似4る。 ごの. us 
ﾡ林 の ﾡ京ﾡ*と 吹 逐/赤 との. その お け © 関係ク ﾡ年問 資 

&状供する」

利幸さ 甲い た計ﾡ個に汁 して は、 他 の領呉の り、 うP額い示公1 
て は い か、と う ク、&額 :-艰計 し リ ハはん っ ば い・/ とえ、 汗幅 

ﾡを検計すっ二とによって、 そ ハか, 前 の布者 と 後 の神河者、 

現石ヌ a イ本、特別 利益と 約束 し、 ある、はと 今え るよみな

へて d) / 位 殴 こ 状 往 し な けA はゼっほい、

支も有利は、 スはﾡ気後退のはあいにおける、 よリんいﾡ太の 

校マ i値と 製 ら か ごも列足 するために、 価おや ﾡについての 統 

K料を利円して、 千内のほいに, 北ﾡ的高い格や質田、 あっ 

」•比致的低い極格ィ賃用 W ﾡ\、さ ウにいろいろに利幸をﾡいたに 

ばあ いrい い ロ 令 は 求と得っ るいるﾡ「る ニとにさつて, 受ﾡ 

/およ い& 何組と導ミたす=と& 試み る- ば に、森ﾡﾡ着の 

ノモ n み 羽合 5 ハ る其の館約や利洞ﾡ目さ , る計泉イ体に お

て. ある、、し i ボ司 I-；1 ? て考 塩.し得る「> に把堤するコ と が試

, ゥ A る. ・

• 柔つ いての 論彊は、方込論の 岡麴 を 水 す. ヶ法論の課速は不 

W性にA 夕 する方きさ示 ・=とてあ e. こ ムLにN係する チ向目、

て - ﾡ所の北握と、ﾡ示 の映拡発展の ・墨の握のﾡ索に さっ 

て示さろい. さらっに、 何々の森林シ子価のばあい=、 当面している 

有々採鹿か ら 導かA る価格水宏根銀に 六していろいろなえ去を用 

るつとをぶみる。 ある力法は、 あ◇術火る共定根に、 処のうは 

座 の格求足報により多く 矢行 .ヤ る * に心 て ﾡ林評価 は 

g < の面か ら 防味さ A o は さらあ。 *のェシニしてのみ「不公平の 

J独-対すろ〔 総 的均範」左 段 ・) たす ミとムてぶる。あるう送のﾡ 

用によって、 他の7まを 用いてﾡ計算ざた待要久株熱さ る へ てあ 

ラ 種々 っ た列率や計算期ﾡ を反定Lたﾡ多 < の ■ 第の•結果 を 相 

a上1 ◇-とにょって、 列幸堂状の不確性さ認め、 その誤 

m)開対 & 羽 、 カ.つ>の す法に まつて 評価 を 筒 易 化す ることかてさ
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そ○与以ﾡの比ﾡ的短期の計ﾡて、 列平にさよる影4はあき入 

ミくはなく、刃幸はよ ・ も 座 の計ﾡ項旨 にしとずく誤ﾡの方か大ミ I. 

しがし, Bu式のま う ヒー輪伐ﾡと いカニとにると。列早の乾者 

□甚大とばる. ﾡ元ﾡ式のはあいも同林てある。 そゆえ 适えそ 

にフいてに、 い、かでるはあいても、 他の計算ﾡ法の車りをかりて、 

さら ・利〕益等の特別な評価に さ っ て神正と力 えた上で 検用 し なけ 

以はならない。

ロ 森 林 評価 万 去

エ 土地ﾡ牧ﾡ益請の重ﾡな林価算法公式

く3<)

土地絶反途除付本妖でに米資あた.ごして生こ北た価ﾡく資求)のでき るだけ し版利どいろ 

指覓索理ヒ立脚していみ 林地価Yしては、-定の立

木ﾡ、 高業力法、輸伐期にっいて公式を用いて計算されたもののろち 

ﾡ財的に域り攻益の多い(最し攻列の督い) しののみが認めらる 

¥Lゆえ、評価ご目的該定ごは土地攻益価の計ﾡ式よ り 演無される 

抹地価と林木ﾡとは剥々に計算するが 林木価のﾡ受な泉価暖素込 

して地価利 子を用い ているので、株木ﾡも斗た地ﾡの計算を基礎込 

して いる。

称林評価 の 面におけ る 土地在收益論の特微と しては、個々 の林分 

り列々な評価、いいかえド、ﾡ※怒々る啓全体の価値は、ﾡ々の 

休かの簡省の合計ごして算するﾡである. しかし、このﾡにっい 

ては個々の林分の簡値片、ﾡ将林かこのﾡにみられるﾡ就的な顔 

係に依存しており、はた、森林資差の-革位がつているるﾡﾡ能 

は台とえば 材積滅長を給付する切は人令込 自由に俊株引能な 

た 令林 の 関係 にみらるよろに価ﾡ形 政 と ﾡ票原全込 ﾡ分ち合 

っていろ。

例l 万"友 々 た2 を塩林ナ るさい の原護樹Y して植えら 

た Bac&e. 林の価値を、 ¥ ﾡ求の攻益によ って測 我 ば非格 

に小なものとなるが、 そ営全体Yしてみれば、¥林木の攻益 

係全の微割を票しているから 高く 部何されることになa
こ のらに、個々 の林分 の 梱値の 独•立桂と い 仮ﾡには疑数どあ
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るので、信々の林かをる自の一構ﾡ因すとする前ﾡに立つ評価方法 

をとることになる したがって この見地からすれげ、ﾡ々の林地 

や林木の別々の計算は 林木庄ﾡ以外の他の用途にﾡけらたるとさ 

のろ なﾡ殊な ばあ い に 部物に奈林評価の杯外 にあ る3 ら な糸 

生的課題とみなされる。

X 森林数益価に比較した土地攻益価公式

土地攻益細の公式を姿形すげ、 次の系海ﾡ均ﾡの式をﾡる

A4 +/op☆-+---- =B(cP/)+V(xp/)
・ ・+G/oPそ

上式は. 土地推攻益談が称林からの全ﾡ入を貸附金乙して 会横 

用を借入金として考えるような当館で或ることを示している。¥ • 

では森林有若は横枚者であり横務想である。二 こ に本宗の 基 済項 

位ド対する誤解がある。すなわち、ﾡ益が年々あげり、ピの坂を 

につてﾡ用が第わてい みろ なそ巻をﾡ票判 ﾡの葉確Y してい 

るのではなく、威蓄目的に使用さる一つの 造林地 ¥いろ例 外的が 

ものが基礎となっている。なおB4 式の各項目にけ次のよろ4声 

ﾡがある。

A4 : 皆伐ﾡ業にはﾡしているが、 主伐をﾡ回かにかけて行ろ 

夭殯费新仅業には画とない。天ﾡ更新業は型財的なMは 

ﾡを伴ったこのわ法をうけっけない。

Da : 以前Yﾡつてﾡﾡ片店伐国ﾡが増ﾡしているので計靖が 

繁雑である。

e : 造林ﾡは仮虎さているよらに/回ﾡりではなく多年 

ヒ わたっ てﾡ入さ れる。したがって 正確に行? に け繁確な

(se

前計算を要とナる。また造林質の大部分が前のﾡ似期にﾡ 

するこごよりくる大さな迫ずをﾡしている。 (ﾡに天鉄 

更新のばあい)

V : 本宗の砦運責台、公式が仮ﾡしているよろに、全そ巻画 

消にし、個々の林分の全政長期膚に北羊しく貢相こては 

いない。攻益の大小 ﾡ付の多少 ﾡ々卜つて異り、税金 

は走令林ﾡご貫担が水い。

/ee 毎前にﾡられたこのB4式は、皆伐にる絶林進及を技術 

的想協Y込してい る が、この技術付、こノo。 ﾡ点の経験よって 

打「ﾡた。マッタウヒの絶林のあげる最言のﾡ票は、 ャ/回目 

日麦は同にくが、 の後は地力の減退ﾡにって子測ごさかく なつ 

<さた。この卜うな不坂定な、ﾡられたげあいにのみﾡ達可維な 

個々の林かの戦高着付の代りに、そ営全体のでさるだけ攻益の多い 

かっを定的な総給付にﾡ って筆はなけれドならない。

欧長の武い、小太のとれる位の大さの株ヒかれば、湖赤の主 

商役攻義督な予測 できるが Bz式で っ ているよろな、一 ・似期 

御といつた長期千週をするこご付 所能な予塩の振京な超えている 

B «式終用 いて解う と しているろ な目的 設進向題 ( ﾡ期) は 、 

ﾡﾡ的、豊林約な儀由に卜つてのみﾡめられる。

B4式村、林業の巨的を誤解している。ﾡ米の言次の目的ド、信々 

の林かの梅立した最督の岐利でけなく、 森林有ﾡの家計、 ピして 

ゅ極的にけ 絵体の国氏ﾡ計のﾡﾡ貞Yしての森林玄きの最督の必票 

< あ ©。

株地ぐ森林な 独立的に信有の収示につて評価するごこは、地

(sラ



ﾡそﾡの有茶的 な麦布佐にも 及する。株地の 評価も示、ごの地域の 

建繁用地、ﾡ地、枚ﾡといつたしのと比ﾡしてパメランスがンれてい 

なけれげならない。

Bd式が邪資におちたものであることは. 次のE2イ2c。 の女科 

書にﾡられている表からも ろかがえる。

3%式 にる林地価 ( 単位マルグ)

ﾡ種、地位級
: ﾡ伐 期

樹,地位怒

ノ。 /o。 8o 72 /2o a。 7o

E - エ

Bcc&e : 工

//。 /s。 629 パ0

/P _。 3o 3夕

Fん2 孤

axcl2 工

22o 20 o。 sョ

3 二coクo

こ の表からす ② と、旅比ﾡは他の法 にって 評価 しなけれドむ 

らないよらに恩う。解該らば I地位扱のブナの林地 僅かにンお 

- 3 志 0 マ ルク 区蓮求 して 02の に:、¥れを客般してタシヒの林 

分 に検す れば/2 oo ～ /27o マルク の価値に なるい ろの 村不 

合種ビからである。 たク○年生よ り悠い代期令でる自ている

大ﾡ積の タウヒの 工地位ﾡの価値と して朝表の 7 O 手生の タ ウヒの

価信をﾡ柄することは ダウヒ林のﾡ林な継ﾡしたので は地力の維 

帯が きず Gaye- の い っ林業の保ﾡ性を票 しえない の 不合理 

であり、*のた め森林有者 は不示 こ aっ < い る。

林地評価や 森林立地の ﾡﾡ区分守、 そ当あ 各 いは業ﾡ全体の東 

際の 紂攵施に いて の誕係な ﾡﾡに検討す ることによつてめみ行う 

ここができる. このげあい、圣潯裾火蕊の大きさ ま 基啓当の裏 

滋ﾡと はﾡﾡ係で あるから、土地施政益説は有定さ しる。すなわち 

土地ﾡ益価が撃か(ゝであっても、赤林ﾡ元価はﾡ前にﾡく なりろ

恋林最えﾡの式は次のつ に現わさ れる。

A4+D..+Pa-(C+U0WR- o0F
この式は、年坂入お卜み支なが、遂な保ﾡ的本業 

がﾡ番満放理素の本質的気なしに係証さ北るといろばあいにのみ 

正しいﾡﾡ益が与えられる。この式では林地ﾡは森林ﾡの不可分ﾡ 

な彝分として理解さ汛ており、また. ﾡ々の林分は林業単ﾡの一ﾡ 

ﾡﾡ乙して評価れる。

森量えﾡに対しては 土履收獲渝君ふり、 大部分の杯紙は 

不法正であるからﾡえないンいろ批判がなされている。 しかし、不 

ま正業ﾡに対す る援え畑のﾡ正計算は*ぜご面難離で片ない だ 

ビ ﾡﾡしなければならないのは、 あ林還え価やまた、多くのドあ 

い あ林の-の浜の価値を示さないこいろことである。攻表絶付 

と同浦に、いっでし利用でさる蓄演の価値と. 全休Yとしてのそ当、

たその個々の林かに与えらたるﾡﾡﾡ値的利益が評価さ れなけ 

ドならない。

2 ﾡ木細計算の公式

) 似林価およぴその他の一微的方法

般株価 に よ る評価 は、評価林木の 売全な市場流通牲を前提と して 

い る. したがってて落的にみて 政ﾡ期 に達しない 4の出令林はや と * 

。 就承期に圭している林木でも、¥の種積が大さいばめいには、 

全部 をﾡ由に伐林処分す ること は技術的 kも そ済的にしで きないの 

ご 般株価にふる評価を行いえない。¥れゆえ、般株ﾡをﾡ妖件

(ム0)



ﾡ用しつる範語けはごく狭い。

古ﾡ的な林細算法て は 土地期型ﾡを 汝商なら L める役期令に幸 

し な い林木に 対して は林木質 用価 ま た は林木期望価 式を用いて 評価 

している。才木貸開ﾡ式と林木期至価式ては、 こもにBの式より線 

かれているので、ﾡﾡ上は戸じしのであるが、 東務上二の両式を区 

分しているの甘 耳令に起じを支化のためか どちらかの方広を日 

由に送ﾡ しろるとい つ行動の台由のため か あるい は業務筒ﾡ似( 

商伐攻義の処理において > のためであるヒにずきない。両式がBス式 

の要彩である こと は 前述したちユにする興静がニれらの式に 

もそのままﾡ所さることを示す。

ら ﾡ水賞用価式

二の式は本素、正しい価格を求めるための数用計算に用いるコ 

Yを貢図していない。ﾡ故ならば、この式に用いらる貨用は、実 

孫のものではなく」現在の平期的な質用( Bz式においてそ当とセ

るよろな) であり、上地利子もオ た最書の 土地期望価小 りの場の 

を用いているからである。

またこの式は」 B2式の支形ヒすざないから、 一義的なものとな 

り、いろいろなあ法からの評価ﾡ票による検討の余地を与えない。 

基しくﾡ長の繋い幼令林のとさには 貴用価による評価け、ﾡ索の 

吹益にもとずく ものとはかけ否てﾡく なるといろことがおこる。 

このばあいの矛管は. ﾡﾡの林令ではなく 乙新令をﾡえは軽減さ 

Lる。 しかし、 多くのぜあい 現実の責用乙区益とを用いて前算す 

ると, ﾡ用ﾡ乙ﾡ整価とはずってくるであろろ。すくての行為にお 

いては 一方の側と他方の糊) と に生ずる利喜が考ﾡよれなけばな

Pないから、標害神偵のよろな特別なばばあいを除けば、両者の利害 

に調ﾡを与える、ろな評価をなすくさである。土地相灰海幾世、こ 

の調和を 与え る求全済を欠いて い る。

林木黄用価式は

HKw一 90oP(oP!) 
ooP

じ(49P-! .2 
2oP

+C/oP-十

( PcloP"全..... > =(B+V+○)/oP(B+V)
-(p&/opペ-4+ ……)

質用価は、天ﾡ栗新のばあいのょろに造林ﾡが少いときとか、早

期の副差物攻入ﾡﾡ伐ﾡ入が多いン さなには小さ2 なるこンにな

②が これは不合理だといえる。 しかし、ﾡ林ﾡをﾡﾡに協約する

か 剛攻を週ﾡにあげるとさには」林か価が着しく標われるこ 

に も 事奥 であみ またず用ﾡでﾡわれる地価こして、 土地京益価が 

僕わるが そっなると、少い造林ﾡ々言い前ﾡ入は地代をﾡめる 

ここになるから 東ﾡの枚久や支父ではなく、土地館収益説が板应 

しているよろに、最も收益の 高 い、規則的な皆伐業にあてはまる

ろ支父や坂へがﾡわれるとをにド 法正な林不庄香貨が与えら 

れることになろろ。

しかし、これではﾡ際の責用頼はえられないので、ﾡﾡ補ﾡ顔を 

求めるこきや 交ﾡのドあいﾡﾡを求めるといろよろなときにまで 

こによつて計算すると いろのは土地ﾡﾡ益説の欠ﾡである。

弥株評細の東務においては. ときに、比取的先等な林木が 同頼 

または*以下 の卓林責を 用いて者茂さ A た摂ﾡな林木よ り も像く 

評価ないンいつ不合ﾡがでてくる。たンえば タウヒのﾡ地

く<2>



ﾡ怒と立地位扱の地価の比が4の 2 : 6○2のと に. 位級 

の塩株ﾡがりﾡいとすば 等な、二年でやつご律断したド 

かりの 切令林が 同耳令の く 善向 し た小太林と ほと んど問じ 貴 

用価になることがある,

資用ﾡ算の本索の目的は、完全な価値をﾡ矢件に求めろYい 

うのではなく ﾡ売幹のさい下頂をﾡめるのにﾡいられる。日帯使 

用するﾡ単な物では、普甲価によつて価ﾡが規るのが多、が 

その他の ばあ いには ﾡ赤求の攻益に したがって買季に 与え ら オ(. る 利 

益が価ﾡのキメ手ごなる。 才価のボﾡのためには 国ぼの帝要する 

木荷を供給するためにﾡ件にゆ悪であるさろな立地における正# 

な圣聲の磧用を調査し、 そを基準に用いる。しかし、 ¥が 横 

ﾡﾡなしのりかけ否北て旨いならド、今等な地位級、地列姿め 

林木を除外し <考えなければならない。他あ、蓮業上の専求から、 

森林法亜力の増大が離まれるとき ほ； 直ﾡの責用以上に、ﾡ当顔の 

利泡を加えに価格とすることも許さ丸ふう。

したがって、眞の責河価は 国民そﾡおよみ寂そ清とのﾡ泉をﾡ 

場した上で、あるばあいにはﾡ動してもよいが しかしﾡ別な仮ﾡの 

下 c 条件耐で規準的であ るよろな 原界ﾡを示ナ ここになる。 ,

核術的公種曲で 株敗した 不 ﾡ稿造林地 がA 火 率 で焼失 したときの 

標害ﾡ償ﾡとしては、ﾡ所価はごのままでは使えない。ここI 
ﾡ の ﾡ界があ る. 古契的 孝説で は こ の頂界を考 え な い。このこ 日 

有契学罰では、本療区別しなければならない皆のﾡ果計算と敷引価 

格計算や犢售浦憊)算と を混同 していることを示す。

ﾡ用価計算における 管理費の扱い 方 に疑向のあることは B 式め

でものたが、 ﾡ林初ﾡにかいてはﾡ理賞が多くかかること、 

浜画、ﾡ金の頁担顔はﾡに少いことがあげらる。 土地利うの算 

についても要論がある.

二れらの償用価式に対する費ﾡは、 非ﾡに商単在ﾡ業至る剤弊 

的同係の非難さるさﾡﾡに対する、みかけだけの会つりな公式計 

弊がいかに奇めなものであるかを示している、¥こでﾡ術的な巧め 

が一体何のﾡに立っのだろろか?

○ 林木ﾡ整公式

この式片、ﾡ会的には、はだ校ﾡでさないが、伐株ﾡに近い林木 

に切ては寸み 但し 伐ﾡ断にﾡしたとさに期ﾡされる材積と材ﾡ 

とめるてい ご達実に予須くさ るといろ 前提がﾡ零であ る. しかし 

この式は Bz式の逐形にすむない。

=ュ_A4+2t42P全+B+Y_ce+v)
「 /oP -

この投によるﾡ値ご伐株価こな比較すれば、早伐にってうけた 

赤林所有為の横ﾡ頼を如ることができるこされている。土地ﾡ坂益 

説ごはBとしてBえとをﾡっ 東談にはピんな地短と客型責 

を用いるにはﾡ題である。これは、森株が他の目的にﾡ所されるか 

どろか 森林の分例あるいは併合によってﾡ連が因難になるかどろ 

か ¥いったよろなことによっても異ってくる。

上式では土地利子が望悪な因子となっている。賞用ﾡ計算では土 

地別子はM戦であるが、ﾡ確ﾡ計ﾡでは、 伐期ににﾡするまでの東際 

の坂入、支少、ﾡ失のみを巻ﾡすべさである。土地利寺を的要とす 

る の は 林地な林木 生ﾡ以外の 問途に あてた方 が有示) である とさに、

(z5>



赤小生差友 いつ止めたらよいかなきめるいの検流ﾡのドあいで 

ある。 このばあいには言い地価が戻われる。 しかし このと冬株

木を現在の不ﾡ分な伐株価ごﾡ来すろか あるいは、 とよりもい 

ﾡ電屈で査定するかこいろ向ﾡをﾡする。 はた、このこさは い 

地価は 株不伐株右に格めて自宙に処理しうるに至るから、 計ﾡ時 

ﾡに割列かれねげな らないであろろ。 立木地の地価は台由に候用し 

えない。

こらのこンは地価と林木価込な分ける ことに矛ﾡがあるここな

示している。したがって、 赤未放永林付、 地ﾡと林水ﾡにかけずに 

系林期ﾡﾡによっ て評価す る の がﾡ当である。

W=っ=H左っ十B A+Dn / oP*子..-+B+V
一V

/ oP 仕-件

BとしてB4c&名ﾡえば、現在攻孫のﾡい立木状ﾡにある 

ばあいには. ﾡ在の林木をﾡﾡしたﾡにはじめて B&wz&乙の党A 

合列用が実現しろるこンになる。 ここに前並した評ﾡ目的Yﾡ景き 

算文目的目的との遅戸がみられる。 BこしてBの3&2以鼻の 

もの、たこえは交択ﾡ値が使われるげあいには、吉奨的隊説も 

土地利子の計ﾡをやめて、 将赤の林木価につﾡ地ﾡを -ﾡに 

算財典に割引 く ことによって、唯一の正しい計算あ法を悠望してい 

る。

d ) 会 ﾡ

株木ﾡ式は. B«投ごﾡじふろに現束否れしている。評価の理齢 

と 実称における進歩は. 掲去 の公式 によ る解次からはﾡﾡなﾡ えて 

いる. 価値のかﾡはこれを生活にﾡした、り崎単な評価布法にﾡわ

るであろろ. 一般的に越めらている交換価値が すべての評価 

における倍頼できるﾡ壊を形校している。契検価値は、旅ﾡ林木の 

校挨ﾡの 計算のみな ら ず： 係ﾡ的業攻益の査定にも 順い ら る。

古ﾡ的な林ﾡﾡ法の公式は、いろいろな価ﾡ地ﾡ城なﾡ動する 

ニム たこのため にある評価方法な他の方法によつて浴ろいろ 

三くをしない. 土地楽数益説は、大体において 本条もしろ目ﾡ教 

ﾡに候われるよろか京益予定計算で満足している。 る当全体にﾡﾡ 

して い る帰那 な価格浜定標壊に 対する考風を全く 次いて いる。す 

ごの個々の林かはﾡしたる済区体込みなこれておゝ、 したゲっ一 

ピり部かが切 リ 否さ れることにふり 生する特列なﾡ値があま り 考ﾡ 

これない。

土地耗収謠論的收益計算は、地ﾡ 地価利子、法坂入の不確実 

桜ﾡ順や平均送正支父を問いている。 ¥こでは 裁い動去や宴い 

赤の攻久や支父を刑いる。白ﾡ的な尊能は、林券のるﾡ単位の東 

ﾡの本称をみはようとしないので、このよろな王ﾡを全まざるなえな 

。さらヒに 多< の林地々ﾡ林名ﾡに貨的なﾡ響を与える活求の 

家計単位に す る ﾡ係をﾡ覆 している.

二のろな批判から庄れる新しい価が針は. ます 個々 のばあ 

いの多衝的ﾡﾡにﾡﾡすることである。部価の 目的と 真情は、決定

Cく) (☆ク>



年な価格決定根禄友示す。広汎にﾡ次の 型済領城に 歯塞統 る求況ク 

締ﾡな招援が 公式的にではなく、ﾡ似値とﾡ画都倉の度産ある普ﾡ 

にょって、支硬てれるべき不ﾡﾡ維の詞的掛野のもとに、森林浮 

歯技術ク形成を決定する。

(<8

I. 森林評価に対する新提条

/ 全委ぼと係続崇級の評価

2基震
系林評価は -面tほ見う R ヒえば最大のルﾡ性ヒIフﾡうか 

らではa < その孫の持フ価信を多通ﾡにﾡ慮し て行めぬねば方ら 

ぬa ・ -の林ぐ林不を評価する とざでも ご が全体の委 営 の / 

初 を構成する ものであるから ・ 全体ヒの ﾡ単てみほ け ばほらほ1J. 

2 ゆえ 評価の置奨は

評価 しようとする ものが何てあフて も . そ清軍位であ る全る 

学 を調資す ろ。2の目的のために次の2つを区引する。

&) 灰依林の ように個々 の林分が係錠ﾡ位ヒた フてハるものの 

評価の ばあ い.

b) 百依兼像の中に 含ま る /株分 のよう にﾡ初名清節役 

割を 持っ も の の価 の ばあ。

2 不ﾡ央は計ﾡ限目 ・ 持に利爭決定の不確実性に対する宴•全報 

として 異った沙直を同潛に然用 して ざらの調和具をもっマ 

許価Aとする ・合ヶ法またはﾡ令せう法の杯用

3 1) か る ばあ でもﾡ価 c流通ﾡ値) の確区のためめ考力が 

番であり. また ・ﾡ金るﾡ列にﾡじにものなあるかどラかを確

める. 、

染 / の求町によつて まず登客働値の書定を行うが、2Wに株不の 

バ株価と赤林ﾡ収ﾡ s リ 尊かめ る収益価以に s っ て行める . / ラ 

22年に 告示さ n た 国有ﾡの森株評価う併善によ る と々の林分

(22 )



の価値の合計に保促全宮価値の上ﾡを,収拯価 く 条価催 ) 口 下ﾡ 

を示 し 流霊価値は両春の中向にあるが 、 両ﾡが大さ <ほる ほビ収加 

価に笠づく とさn て1る。

土地純収 短愛にムフ有契的な方法に/ しz-22 に現来する ヶ活ほ 

不確果さ を 克服する ために ろろ 点た似的みまを株問 し ま匚 

評価 目 瓶 と評価物件のﾡ系性に頃した価なほさんとするものマ 

ある。Cuではクの分る杯ﾡの評傾13 そ営休ヒか作宗銀の評 

価よ り生ﾡする.

b • 炭々ﾡ酬ﾡな至巻にみける必ﾡ価ヒ株価のﾡけ合せ

大そ宮 と小そ管 とにあけラ差ﾡ 乙研確 Cするつヒ が大 切で あ る ・ 

大至宮 と 水 至 首 ヒ こは 入々 支おの 内息が異る し 評価 方志 运 のも 

のも異っマくる。例示す る と

/ ■ 面殺 ユ～ノe 42のモミ , ト ウヒ 衣依承そ営

2 ・ $〜e " トウとの小作東銀

3 ・ すpo 2 トウヒの 大 営

上例 で 彼 杯価 に一ﾡすろ よラ 収極師 の ﾡ 和 牛は ノ ては 2 ﾡ

益
イ面 ・ h ち り 株価復& 省 ッ

呼砲収入 

9u2u
雨 収ス入 2 % ラ 0

ﾡ収入 替 同 株
世 個

マルク マレク コルク マルク マルフ マルレフ フルク フルク マル

/ ど * ノフダ 3ク$2 ラ oo co ヨ3 ○co / ◇ve

ス P ス /、◇ 38 夕o oo oo タククク とe o -2dc2 2c o

3 P X /4、o 4乙 ラ 242 ユ ノう9 340 / / o o

2では2ヨフタ ヲ ご は 2.4 ごある ・

/ では全林を命軍1に売却来会で当る の ご株(+地価 %"―、

個将 ) が決定能 動霊さ をもっ.し たが ノて のばあ Jに 収書働計等 

-よフ 乙丘目な 値 を求めよう ヒす ば2メ弱 ヒ1ラ悠利幸を用I 

ほ ければは らなハ)。

2 のばあ ・ も 同様 の 寺清 k あ、ポ田 て1るので 2$%下の核 

1J利宇を 用1 a tuばは らたり。し たがフ て収ﾡﾡのほかに株価 

< よ る 評価 を行ラ ・があ る .

3のはあ は ノ2ヒ はハ ろ I ろな面でﾡ ってる. ﾡとえ ば粗 

入からいかn っﾡ用が管ﾡ義、株営食 、 税金 造旅黄琴がバずに 

も高に a あため に 大さく なる.つ の例ではﾡ収入の $e%を黄用

こる。また Cのばあ1 の依価卓は . 走支木を 一度に法 

株す多 ヒは 桜紙 ﾡにも至前にも不 可ﾡ のて況に 収求計 ・ を 作 

丿 ピ 小 < も とずハ こ※杯価 Q 渗正を行わねばな ら旨い. かっCのよ 

ラ a 参正 を行って もさおかフﾡは小至ﾡにあけるよ う ほ沢定的 

活味をもちえ!. ・

林価修正 のための 収ﾡ通を2 てるには 人枝 市 觴 の获証 の 先 

ﾡ申ﾡの考ﾡを受するが 計過のﾡIに肉係する大翌月ほ多と し z 

は 株司能休分が案中して 1る か分 意して いるかとI ラ Cヒであ 

る. 東ヤして1Jる ヒす小ばﾡは長くる。また収業計ﾡに基 

<ﾡ求の収入ぞ 前価 Kﾡﾡ するさい の利牛ヒしてば . 請林東利キ 

ご な < 香通利争 c つの例てほん)を用る .何衣ほらぱ、Cの 

ばあ Iには 言通利牛よ り も利幸を甲1 るﾡ洲な理出がなI か

乙ある。

二のよラふ 収義書 再rに重づい マ計ﾡ= n た 杯価 a 収番価 のﾡ 

を神フており、大ﾡﾡ1にしても大休話えでうる許価ﾡる示す. 点

( $○) (S/)



おのこJ、ﾡ依ﾡ と 登消研正いに 技術的 に 司 は町で伝 のマ修 

正さハたﾡ株価 を計軍 し てめる つ とも以益価の検に役Z フ 満 

ﾡを悠めば ヨ面の杯以入が増加するので欠杯価はﾡのする .

2のほか ﾡ似の構達をﾡフ作ﾡ級の売言ヒが 飛税のめに

評価士讥でリる圣営軍叔倾您も比徹に用)J ら矶3 .
・ C • 不送正の新価

令級分認材種 ﾡ位とハJつﾡものが法正になフていた系て 

は 収菱重や至参ﾡがま弱するので従神ほ収症価く憂え版) よつ 

て評極するつと がる き点 ・ ・

2、不ﾡ動な会 級幌置 の系株 ^

例 ノ ：

令 ノー2o 2ノー«◇ -一4o ダ/-8e 一eo

面ﾡ 4o N ク 2o 2o

ノーze に暦する 4oよリ 2。パを除い て得ら 加 る法正林 (a

株の 夕。)ほ援えﾡ kより 、 原かi 2e パの幼々旅は制に 許価

し 両者を合する ・ . J

例 Z
ら 株会 ノー22 z/一2o /-4o 6/-80 ア/”ク /oいロ

通ﾡ /。 Z。 z。 o 2の

/eo以上の ノクア は 修正我孫/面 に より ・ノーz○の/ク<不 

え示分)ば況に評ﾡして :ﾡﾡ価にﾡ者を加え 終者を=しいく.

例 3 "
株 0-2o 2/-40 3/ ー イク 8/ 一8o 80以

全を 法正林と似定する ヒ上ﾡのようほ 面不ﾡがで てくる.ぞの 

ラち2/一。 の不足面ﾡを上 のように補ﾡし 楽り の通剰 は不 

え画ﾡる別に評価 し そ収益価K加減する。

3 の例は 全林を法正林ヒ比要 し て通剣 又ロ 不足報分を 単 に査 

定す ラか法である ・ Cの法のほか蓄和やが妖置の新栄の神を 

しかめて ごn にﾡブ・て新価する(至きゴ望短に よろ評価) レ 

ハJラリ 恋がある .

例子 ^ .

休会 ○-2o 2/ - o 4-4o d/ -夕o 8e以上
画ﾡ 

合 / 2 2o 2o 22 2 o 法正株

ユ. ze /o /ク 2o 4e 老会に崎った株

ヲ. co Zo 2o /o /e 幼令 ・

、 /o 2o 3o 3o /0

上のよう異フた 令彼認夏の作求象に 才して 是の野 く /o。 年) 

c従つてイ林す るヒしたときの郡(2) と 法正べ妖画線髪を 

休するとしにヒきの計尋く力) とをたて ・ その 各々 にフ1Jて zo
哲の年千向収猛を単 し ご処る利字てﾡって司本価を*める

と ゝ,弾 S
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郵類 株電 証 ﾡ ス杯き 愛工価 公杯運 施法 ユえ個

Q 子 て
みヲ

コ レラ
ク テ

マル ラ

ス2o
子 ラ ールラ

ダ7. テ

マルラ

2フ2O
了7t 

夕.ラ
マレ

ダ7 タ

ロルフ

ユ2 720
ノ

夕 a 3 &2.ラ フ2フー ○ タク 〃ア 2フ2o 夕 2220

& /、3 /今e フ / ・zs クラ <ス8 20 8 / /oo
2

3ノ78ラ o ケア/ 328 み a/a 22ラ 夕← フヌ3

匚
z タ ラフ2 今 3◇く ノュW ア.ク フタ 0 2ラ33

夕. * 4 2 炎 ラフ2 24 $36 2// 6•ア 332 / 3:a 1
。 /2 3タ2 0 // 8 438o /o8 /oノ o coKe >1
_____ 6 ダ/. フ 2 <フ ○ 2 < 4a.8 2 フo 列3 フ/ ヒ

ュgs。

く6〜S)
花令 に帰フ た 2では ・ シ 里 よう工ﾡの 番 の たは L 

ﾡ教波す 3Cとよリ 立大 であリ ,まb計通によるざn Q :
は眞の価値1:I がを令木の価個を ﾡ分 に微り 込んる 万 から 

若干 通八で あろう。 を会木が多つのようほﾡでは を会への自 

由にﾡ金司ﾡ性からく るﾡﾡほ烈ﾡく 法正林に義して )があ リ 

○の例では ご の利益は 6 o 年向書年 2 o マレ ク くん&台り) 見 

まる . Cの ﾡﾡた 年利 益 の 前価は &ヨリ *s o〜4ooRM 

にをる つのばあ の利と しては、通ﾡ善ﾡが戒み し ておリ '* 

ﾡっりﾡﾡ基義に対してはﾡﾡﾡ加があリ うる ので香通利牛よリも 

悠 利キ2一 ～ラe が用 ハらぬる). さら 送 正株K 比教 a 
老令木が多ﾡ係で今忘4 o 向で株量のﾡがあうから の 

杯ﾡのﾡ加よリ くる利ﾡの前価ししマ$。 ～ ラo。マルクか 

あみ. したがフマ2の東叙の価値としマは 2フ2の く法林の収、 

面価 )+ど。 e 十280=ラ6 ○oマルクと弓る。

例会にﾡフた ヲごは ②ﾡ里Kよる ヒ ノラ 8o 年には大体法正 

匿にた るのござの と=の価値は法正林の収猛価 2フ2。マルクヒ 

るが ざいまるの 火○年向は年干歯術宏がっスすマルク(244、3ん) 

ほ の でﾡは ノ○○マルク (子み ) であ る。した がっ z ・ 
/ / 2マルク に 2えみそ。4 =ラコよマルク 在加えたものが 

矛価最 とたる ・く /。e +ラ24= ノ&z$マルク)Cの前価

許 偉に用 门 らiろ利幸は 自由求金司 ﾡ性が非常 K ・ﾡ=I てu 
る ので者通利学 の上限が用 ・)ある .上のように しマ求めた価展 

ワ殿豊のため にほ ・送正林にﾡして欠けている6/一8oの/0ヒ8/～0の/o 
済 o 赤林の 評価履と 法正林め 収益価 から いい て えた値る対た t る.

社会 にﾡフた火のばあJ3 . Pﾡの値&かば分 るように 法正 

株ビ ほピんビ差がな N。つの ばあ ・は豊富にあ る社令休の向を多 

くするつヒ よフマえ会木の欠杯漫不モを箱う C ヒがで至るからて 

あ る ・ 系林評価 の ばあ ・Jに ほ2のよラ 向ﾡ点 ﾡ産を行 う Cヒが訂 

ﾡビ る。 4ではノタ4e 年法正状ﾡに差する と 契めら るのそ 

引におけるようにしそ

b 2フ。+ヨ2ラーテデ学2と=-の-。マw

ビ評価 =ilる. この 前価 計ﾡでの利牛はま ノタ4 o 年以前 に さり多ハ 

ス株がさ しうるの る最え利幸 と ・ じ N s を甲 る。

上に教明した 2o 一う®以上の作素をの振え価の評のさI に 

a 不確ﾡ性の硫表 と分 射ﾡヒ収を価 ヒ の前除の 除去のため に流通 

価値しの計が理である .

(ぐ (



B) ﾡ授合宅く至宮男望価)

な 集ﾡ株 a 針 禁ﾡ株 K報戻する ばあ iJ とか針 乗材体 と休2の 健 

全性を持のた め に広は立支休にﾡ模する こい の系株新ﾡﾡ例示レ ま

-
フ ○

例 プナ-> タウヒタウヒ プナ浸支林

ブナ ―う トウヒの 軟をめる から ヲの 年 そ 経適 したﾡ報 ゝ

○のﾡ板の2○年忘 4○年ﾡ 今○年の各ﾡ具にあける 

分構豊に基・ マ 各ﾡ契の年ﾡと年ﾡ徹およ べご の資本価をﾡ足っ 

と次 のよラyる。

令 0-20 2ノーo 3ノーo // -6o ダr- ぷo a/一/eo

面ﾡ /o /o N o 2o Zo

トウヒ 卜やヒ フ ナ ブ、 ナ ブ ナ プナ

G注) : ポytz=IA乙 考リ ～フエストメータ・ 沢//&&=/f。

現 左 2 ○ 年祭 4o 年後 す。 年後 ブ 神
-----一

年な星 (ペンんの) ラ 2 4 ← 4

年ﾡ収益 <RM/名2) 2 o 3o.o o $$o
-----
2 = o

愛え価

利幸ラ2 # 22 で7②z
/e. 20 2』82 ァ蕊

2 ダ 94o /タクク .2 2

22今 e47 ノ 335 ュ ◇co 2o
-- ---

/ 2 フ

z- o /ユ◇o ノ oo 2 2$2 2 フo
- -- ---  

/"e
2 今 /ダeo 22とo ヲ ocoぐ 引 420 c。 .

ヨリ ～ママルク ...

つの東«の年能益は 今後満鴻 してくので.複在の 年ﾡぁを

刊 〒 ラ ご 区え したのでは 通小 値ヒさる。 そえ悠)) 

利申 (2そ)を用1るか、はは 4求司産丁震ヒ隠Wろル表ﾡ 

加ﾡの規左価 =そ宮西室価を用 ・ ラル垂があ ラ .

前価計算 に 用 いる利年の大さ=は . ﾡ符= るﾡ求の収盆加が 

どの程べの確央性を持っマいるかヒ uラ2ヒ、. 豊冨な棲後の自由 

に処運で主る碑乗が, っそあ引かヒ ・うつヒによつ て息まる . っの 

例) てほ 振 さる ルネ崎m a ヒえ ば地位悠下 とiったニレ 

よっ こ実現ごか る1J カヽ も し』合. し 自市ぬ理の可能さﾡまは渡い 

生の°とであ引から ﾡ立利牛ヌに ヽ 林耒利牵Q 最高額を便 ラのが 

通ヨる あるくヨ。 ～ 之 % )

愛えﾡに用 う利の大ささは , ブナﾡ休作ﾡ銀のとさは 

行未樹種更改によ フ て 収施暦加 0可能性があ リかっ遊力が比較的高 

く誰済さ d/ マJる o でﾡﾡ があ ・ ヒいった2 ヒからめ の利 幸が良 

自であ引 (2$メ) 2の例ではﾡに/前営ﾡ要区さてうの 

マ 収途増加のマ祀性が一感認夫化して1. ラからそMりもっしﾡ 

J利が用1らっ ・(2e) ・ラ1ラ8利幸を用て郭= 

n た 元価 と 崩望価 ヒのうちからビハ をばぶ かにっ マコグラ フ= 

ょ 多調ﾡがﾡﾡである.

現を時臭の収益価は利幸のﾡ化に c ヲ。)こよ って .

-/ダ °◇マルフヒ 海うが プの理在収ﾡのﾡさから。レて 

22今 以上 の高う1)利は不 ﾡ当 てあるから ノe。o下は 不当 で 

ある. /ee。 マルクメ上の ビニ に真の価 僮か、ある かを サ2 ため に. 

22年 4e年 $2年高の夫々の噂呉におけるル益高をﾡ示 

しマめけき。 2○年たの呼呉ごは利年の義化によっマ 。。。。

出〇 (Sフ)



マルク ヒ向るが 将未のﾡ症塔加が確夫である ○とよリ して 

同じ < ク.25メ以上の和幸によろ収益価は悠す ぎ引 ・ ど○年市の時 

実でもタシヒ の 主 時奥 に座し点,J のてフダク上の 及益価 (/8oo 

マルク) は悠すぎる . $。 年方に aるヒ /前タ ウ ヒ の主が行め 

る ーオ税金々林置ﾡきの至費がﾡ加する のでほ最認の年空益ヒさ 

るのビ 計等野高が長所にだる ○ビリ <る不確央性もﾡ大す引の 

で っ.4 〜ラ o 年 の利幸に よ り 収益価が通ヨ となう 。C/aoe - 

22o○RM )

ざ 二 て製授が修子 する と契めら A る $。 年点の以金価から ﾡ し 

て今忘す○年同の価値ﾡ感曲ﾡを愛2・ ○の前緑と勇くにほ 両 

し た さ○年高のﾡ価 c 2～3o %によるゝヒ"2 年忘の勧価 

ヒ の 差履 前価 < ムク 年石 の益価 を 加え る ・

。。 以をﾡ+ 今。年1の区盛価ニグ2年回の区譲価 ' 
[.ニ : /パア

. • - =夕。。 + 22ee-/Pe9 =2oララ

• 以下同ポにし マ

-。*s。&ee ・ ーレp—M—X― 

左の ルを価 + ノ454_-現をの必を価 =/ラ48 ー /、oパ 〜

○のよう 高ﾡを 今o年店 おパ マそき と考え う il う処の 頂]… 

< 最え利 う。%.その 収益価/夕o。 Rル)よリ &ﾡ して行ラ ヒ 

もにの制ヲﾡ <パ)セ用 しさ計ﾡし回示したも のが次の表およ 

が図 で、ある。かく して 22に4っ2 の補動値 を得るく ノ34& /o 
ノ フさo. ノo42)。

振価十 ﾡ索 の スﾡ博加 分 の 現圧価

表え利牛
ﾡ 左 2○午 忘 4○年 高

② ② イ

ラ o //o ノo42 / シ/ ノラフの / «と7 ノ d25

2 今 ノう4か /2$o 494 /$ラ6 2 ○タ7 2◇フo

22 ノ$/タ /ノョラe /88← /4 2 ラ3e 232c

2- o ノフ/○ /$dラ 2 /-2/ / ララど フ ダ2-2 2 $58

Ζ. s 22タo 228$ 2夕32 2462 3478 3 ¥$2

& 現左価計早のﾡ引利宇 う%

経ﾡ価

ク . 〜 446
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一他の7なによ ②荷財 としマ 形在の ス金価く ブナ 純球化 

集扱) に/ ～ヲ○生のクウ と休ろ ヒ プナ林分の 休分価の差糧を 

東級全体にﾡ早 して加えたものも用)らいる。2 の履は え& 当 リ 

っ○。 マルクを 見ま るから そのﾡは又の よう方ろ.

現任の以益価 / 一○年生 のF,休分価-Bα林分価.

< たと ヨり コマルク)

未める神助値

c f②ヨリマル?)Cf&ヨリマルウ)

ヲ o 2oo 十 2◇o = /ooo

94o 十 2〜○ = /どo

22 / e47 十 2○o = /247

2、o ノ2のo 十 ユo○ 二 /αoo

上にあづた 2 つ の補助植の図 における分布を みナる と ・ 分布宏良 

の高1) 所は //グ◇〜ノ24フ てありざの捉団を活干広けるビ 

/e42〜 ノ○と危う。分布 の中だは命ノ2○○であり2 

mは受在の統益を2で愛えし たﾡに一ﾡする . しかしﾡﾡの価編 

何上を考えろ ビ ノ2 e。 リ も ノョ～○ 位が浸 の値に血 ごあ ラ っ. 

また2。年合ゃ 4o 年右におい マ 上のそきﾡﾡ価を林価 と 

するたらば そ 函 ごnの房呉の登各価 a 委ﾡ望価よ り y し 高か 

を含きヒ守 る で あチラ から ノラe。 でも盤大評価 とはえ海 マ 

あうう。

2 個のの林かおよが糸妹売分の評価

& . 休価 - ﾡえ価 ・

一 感烈 し た休A 口 疾旅価に よっマ 評価さ る . 売員のため の 小画龍 

の林不の評価のさJに は相収入から収費をさ し い1) ただけでも

(ど。) 

门 が、 面意が大字くつ た リ「評価目的が契って 1)うときごは、樹 

収入から さ し いかi 多貴用 の 内各が受っマ くる. 多くのあい.収 

装遺の ほかに、處ヒ就ミ 度林魂も黄 用 ビレてさ しいか る . ま林貴 

ﾡさしかくのは、係記前林案の可からの取扱川にﾡうものて 筏 

杯後に残る も の は香欧地ではなく、再ﾡ林地 で ある。 ド音後 

土立を林木進卜の 甲金に行ける ビ= )にの皆味地が評価軍位 

とる。

休木を至巻全株に声ﾡさせ てみると 林木の売電価く永ﾡﾡKに四 

ﾡさ ガ ラ う林木の &消価値 ) は 工の 黄用の ほかに ・ 所得税、動産 

税 収金だしったものゃ ・管理ﾡならがに林位表寺も言する2 

と< a る. ら の 林木况 林て伴う 侵ﾡヒ林木のﾡ全性とが許価の盛ﾡ 

<さうが 2の両香 は評価身 体 の堀何 によつマ異フマ4き . 小ﾡ の 

休木のばあは 一依に授金は窓ラてあり欠杯にﾡうﾡﾡもy1 

から 有利 に評価さ 川l 引 ・さ • 商有ﾡ林の主登旨ﾡ効を反用さ た 

レIラホラはヒきは ﾡ含の従ﾡに不可欠の賞用が残さハた初分

<ﾡあさ lるためにﾡ引た新司祖を生ずる 2 ビにる .

し た がつ こ ・ 森林評価 にさいし ては 上に のたよう 至き虫は

動ﾡに市1 ご現のる 議長構基の安化 ヒカ、至言董 の袤比 を 検討 

しaMば ほら怠い .

ﾡ 愛え価による「至感から分離した赤林ﾡ分」の評価

/ ﾡ像数ﾡ として 執業=た森株裁2 の評価

委営面ﾡ ダoだ&くタウヒモミ. マッ エ /証ﾡ位 )よリ«2 

Mく長○フ Kマ ・e?t) が電練数地と し マ ・ホさ nラ .

2 の森株の 千ﾡﾡﾡ は Aa 当4eR.M. した がっ 彳罰 讓 遊 の食

(47)
.1



級 が 均券•竟 置であるとすると 彼征 の 域:摧夜 は/2 メ ダU= 2 テュマルク

残され部分の風考等によるれ害額をんるヨ リ2マルク ビす3 と
<5タ*ユ=ラ<6マ

朝ﾡ林分がﾡじて"た移理ﾡﾡきリノイRイ .2xバ=4 ; '/ 
茶練希 の 下木価ﾡﾡ等称規の 至ﾡ増加 ラョイマルフ

しがフマ 年花益の想失合 は so。 マルっ

つを ノgて ﾡする と す ば 子8一 = 2o oo。 マレク 

座ン ﾡ情Yに よフマは つよ りﾡﾡ地の2不死却社収人を =しい

<。

例 2 演習地 に朝整 し 白 条林新分 の 価

: 至宮血ﾡ/2○をん

制 議前の 益

• 考術分 / 2 a 

割ﾡﾡの他益

年入 ノ2ラ2o

生准堂 /8oo /ダ/コ

ﾡ株ﾡ ラo○ 28P

株 遣 黄 ョoo ヲ2o

省理費 / 9oo /88o

ﾡ黄計 クラっ ク o○o

純 ﾡ , 52oo 4う$o

・。年ﾡ失履に 8.oo。 亠 3ケo = /ダ $。 マルフ

2 血 の ﾡ本 価 (フs) 6乙. o©d

ﾡ の 林木 死却 純タへ ヲo○ c

..求め ろﾡ像表 ヲo○cv グ

前 例 では、ﾡ義によるﾡ入・支の ﾡ ﾡの影ﾡ を計太前)

(62)

だ匠する ニヒ乙ダ示している。た とえば判誤ﾡ・ 平位画ﾡヨ リのﾡ 

産書がス前よ リ搭加する とか ﾡﾡ味2の問囲の林力係全の ために 

ﾡの黄用が加ロ るとかヒJフたつし乙ある。つのホラ K至営の 

場から ましくた ・J割ﾡの ば あは • 至き香 ゴハろ,ろ 高mm前 

ね天をほけ引 ので頻ﾡ林分の併価以上の補ﾡを手末すき つヒKに高る。

ハにし 森林を購入しよ ラ ヒするものについマは 以前よ リ 

休』を有効 に 利用 ごさ るcヒが 管ﾡﾡ の 員銀を相対部 F y< す 

乏 ○ とがご姿 るヒかハJつ た利央が加め を の る、癖入者 とつ ては時 

ﾡ以上の価値が庄すう Cビもありうる. 思する に 盛入 、 制ﾡ 補 

信達表ヒIった1」ろげろ高協合K . ビのようほ登清向化が委きに 

もだらさvI るかをめる のが登定の ﾡ奨である . 二 の至営全体 い装 

ルか らく引ものはﾡ例のように 評価者体が小 ごたものるあフても 

益価め差親ヒ ・ て計らlラ ヒに高うが、つ とﾡのために立価 

し林不価 の 引 ▽ た評価 を夕くつヒはてさ高い。

p 賞望価とﾡ用価

オ だバ鼻 r豊し万1) 株木 の 評価 k は林木野望価 が遠 しマる .C 

ilの商局化さIIR計軍べとしてに .

土比の現左価値が評価 でョレ字 H.E_A4+D(212十一)

ン て・さ高Iとさ WE～=Aの+わく7の+--+B /バP?そ

上 式で 面低収入の後避を計算方 あ2ヒ は表計のが フマ1 る系 

ﾡ子営の実姫に西さほいキ ﾡﾡ黄はなﾡ黄ビほじく塩入か 

らさしひ<ルﾡがある ・ つnは営ﾡ賞ﾡ至管の総収入ヒ支なしに流 

じz 幌夕す るCしにﾡって高iる. その 法を例示する レ .

(どう)



例 例 タウビ

ある至各のﾡ理賞 株ど I高&岩リ 22. よコ ル フ

収 入 ク /2o -

ラ ○ ・

〜 入寸支 ク /So 〜

.. ノRM きりの 管理重 ダo ○ ・ ノダ ・

/fス ヨりの ﾡ収入 /ダ ルク

z.a フル っ c 管理書を 会ま ず)

2・8ナ2.8x。 ノS=テ2マルフ ( 信理

一 基を念む)

. ま/ チw台 り の 収入 / R ・イ に対ナする省理書に

/ 4 Xクノ, = 2 ク nルフ

また /メスもり の夜金と林星黄夏担履 /のマルク

. /mきりの統入ば ノ4ーラ2-24ーノシ=ラマル

・.主べ合計の杯置を ②乙ofっ どすると

..,、 , おs ・ ・
彼入は ビ 0 X タ= ラタ8o マレ フ ・

=4o 2=42 ビすると 林木朝翌価 ほ

u- ララ o__ _ 、
三 - の ラ三。 2 ○◇マルフク

管 理貴专前 収入 ヒオ桜する ビラみ法もある。 尺とえばﾡ藤 

がをん ヨり2o ヘ2$マ ルク のと主.内入が 2fmメo

22 マルク 引 収入がす マルクあ かば相殺すろ 2 ヒがてさる . しかし

2 の 前提は一赦にほ 优 た さmい。

株木断 望価 計算1は ・林木のﾡ 欧長ﾡが韓 引よりも 小 < 高n 
ば無 用しほる。

林 今 軍 価 株価 価 個 成長 卒

$ o ヲoo o 2oo \

4 o

どoo

2 ・う72
トョノ% と3

? o / o.o どoco ノ
/

この例では $。 年生ま てにﾡ望価がをヨするが 4o 年生ては 

株価が用ハ らふろ。

不府 望 同 計 算 に 用 门 らる利キの大ささは ・ 林木 の 状ﾡ rよっ 

マ麦ってくう. とえ ば休木の大部分を官歯に処理 し うう状態にあ 

る政長ﾡ置ﾡ小え入の げあ I) 日. 音通利牛よ り かな り 自の林求 

川キを使用するこ とがてさっが ﾡ求の改長を予ぷするつヒが困難 

乙あるよ ラ 高ﾡ今休る はつのよう は悠1利を用いるCヒにごさた 

J・2 のﾡ呉か う「年会が上る ヒともに悠くは5利年の 数列」を提 

系 した・ 各種の場と受けあ1 まにた分 にﾡ して向 1知今林〜 

aうダ～ 火.o上の利幸をﾡにﾡ頃し てﾡ全に生言 していろ >o 

年前後の 林分 Kば 3 今 ～み○%を . う○年市後にほハば2$ 〜ラク 

ぎ商1るのがﾡ自であろう. あ 幼会林てはﾡﾡ向が常に長 

なるつとより くる大きほ 不確央性を伴 うつとたるの る朝望価 

は考しく不 正確 と点 う から 幼会林に対 しマ は朝ﾡ価 は不虚ヨご堂 

用価がよ.

ﾡ 同 簡 は c 納n 今株 の ) 換W浦 償旗 の 登た のさよ2ﾡらiる. 

ン o ﾡ殊ﾡ としこ タウヒ の探ﾡの だめにﾡえだ ブナ；冰 を含む 

休分がﾡさ nる とさ のナ林、の補信し しこa、 ナ株る nもの

(8) (d)



の受在面値 てはと • 言重利牛を 用る 計年 し食用価が用 ろ 

でさである . しかし浸ﾡする幼令林が方ﾡらじ=にはﾡﾡ価を神信 

する 2 と は通当て3ほ1J。しら がっ マ 幼令称 の 評子価 の さににまず 

株ﾡ々土地状盗を消査し ほけ小はﾡら方J。洞ﾡに こ の株分が正 

希た林7まに ぶったヒ =に顕ﾡさ na 生育段商 の どの第分 自る 

かを確め向 け ばさ みな. もしそ の杯分 の 生青状、こが正常弓もの 

よ り理 ziJn ば 、 呉除の林会るは ほ <委清令 ° 正ﾡ 守み送よフ 

Fどき • ﾡ在の大ささに ﾡす る 会 よつマ卓する・す引め引 

2 の株分が意か地て あフた とし尼ヒさ 現在の株分 と季価置の#会 

林区るに髪する正希ほ系価を造定する . つiが林木価の下限ビ 

る.cしかしつの ばあ I、) 生育の-時常さﾡﾡ と う ﾡ委にまき 

するル選がある。 下ﾡじうき休は 林分習休の飛間のほハ 

g 当全 とレzぞの 林分 を失 ラ 2ヒによつこ すうﾡ の ﾡきパ 

えら i るかろ である ・

c 年会価値曲による評価

4) 従未の式に計すろ一般寄

従系の年会ﾡ出祭は : 初全林Kに対し マに林木ﾡ甲価を 出会 

Kに対 し ては林木ﾡ室価を 用ている ・ しかし、C ハ での 商から 

めか高よラ 2 の林分と委含から切りﾡし て評価する

不合理である .

ノタラグ年K大 威者 委管軍ﾡ評価の己めY . 年令価 箇 曲譲て示 

しうろよう点 ﾡﾡ価値数列 を調査 しだ。つの み送の基ﾡは •代ヾ」 

法正林<営のﾡの当リ益ﾡ(ﾡﾡ別 処短級別 ・D木農手 

掘ﾡﾡ 列)にあリタの 林分の 価値 はそハの百分年として示さI 

る ・ ○のか法にする非避の条一は.あまり Kも枚減的高甚用 の扱 

・ うであ 引 ・ 至香書田 がﾡに高も ようた ばあ13 に a . 幸失上あ り え 

高さ ラ高高1 千価殺じ万ろ . Cna 、 委営が実ﾡであげマ U る統 

収益を用 Nう2ヒ合しに • 税会衣のに評ﾡする ○とまり <3タ実で 

あって 締局 • 2 のうぶは. 価素ﾡの両あ化の ために有ﾡﾡ々夕 

を価求ﾡを放楽 しロ2 の株分毎の評価 に移行し て1る. しかし簡 

局化のため に本ﾡをﾡ性kする の にﾡきで ある .

ノ タ4○年に イe〜っv? ヒ K-2ex に よ り ﾡ表さ e 株木価 

曲ﾡ表ば . Sc&w-aPnac. の収ﾡ表ヒRcん&caeg の林種 

表ビを基ﾡとし 土ﾡﾡ必丞説の各種の公式を用て算したも の 

である. つnも評価のﾡあ化を意回しているが 古難納公まの持っ 

タ 呉をざ の ま 持 フマハ引呉 評価があ ま りにﾡ本的 K行あハ価2 
のケースに盛合しほ1 で不合理はも のマある.

らめにおけう前房化a 戦ﾡ中 画上の髪か。くる 

土ﾡ調度の ためといった ﾡき ばあYは是契 し う ③が、平利丁の 

正常 a 評価 には行っマはおらた1。

B) 看春のﾡ案

ニ ニ にﾡ案 しよう ヒする々 の林分 の 評価にホする補の手桜と し 

こ の年今価値曲線は , そ営価 <Mス益個 ) ヒ株価しを用いる御合せ 

送の指導示理にﾡっい てる・々 の 株分は候続ﾡ右委ﾡ軍品 

の-権京員とし こ評価さ る ・ し たがフマあ る休分が至き位から 

内り誰ゴ 由 る とき学に は. ※のつヒによつて 生ずるﾡ別価値がﾡ 

月ナノn 倆 ばな ら なk。※つて林分価の年令価値曲は. Cのﾡﾡ点

(66) (びク)



価値の侵先ﾡ考慮の下で,1ろ1うは価移ﾡえ才の調ﾡをばかラ 

らとするものごある. すほhち. 至グ軍に対しては反益価を頑準 

yレ、 和用可諾お政染林K対レぞはﾡﾡﾡを &ガ今林にしてはﾡ 

株が逐ヒ 土ﾡ状ﾡとが重器となうのて示ﾡﾡ価値く waeo4azuu- 
wc ) を信針と レて 用11る .ス株価ビﾡ愛価ﾡヒの回の価垣 

ば • 前し た画望価を問1 る .所ﾡにの評価うまをﾡ査のために 

伴ﾡする。

面ﾡ$ooA 地位級 ﾡねﾡﾡ的なタウヒ集級

/だ②ヨリ く金 2夕«。 マルア

. 高んヨリ収ﾡ重 f～ヨリ価格
ﾡ収入 み.$ X /ダ、2 = ノラフフマルク 

チ? マ ルク

支お : 竜 fxt 当リラoマルク ズ考 り 2$$マルフ

置株甚 4 o

休道書 * o

管理ﾡごの感 2ノフ

税全及委参外武用 + .4

・計 ーラ

. 究収入 ノョフフ-4よ7 = ク2o

「, 収益価• c2$%による) 2P8oマ ルク

加 練上 のeo. タク----- / イ ク号 は株価 によつ て定め ら n 

ラ. ﾡﾡの末めﾡは ごのﾡ自由に処運てきる収建量にもとずく 

有 ル入か ら ■ 収猿賞" ごのの至き昔" くﾡ林 旅室 ) K 愛金 を 的

えたもの (上例ではﾡ以入の /&%) 管ﾡ黄 ) C 総頼を相入

し炎の合に魔分し, その配分額をﾡ収入からはかさ ・ ﾡ甲価に 

m える)等互さレかく. つ In に 価 こえてﾡ示する.

○うして めﾡ価ば、芝全体の貫用や収ﾡといつ

川でいるので、全のﾡのﾡマきとさ 3そﾡ価値る不す ・ 2 

c し こ そ営 かりは独ぶしてJる とﾡえ ら n る 株分 の 価値は, 上

二 のものよ リ 霊常 は高く 評価 さW3.何しちば、価々 の株分の歳 

受 の と き r は 直裕町 な 濃ﾡしﾡ売ﾡがか かるごけマあリ ・さ 

ら に . ※株入ヒﾡ価 はよリ 高 くめ らhろからである .g の滅練

て 示しめがのはあいの 価値 て、ある。ﾡし て 小委営 Yたうほ ど森

(68) (62)



株価 ば 彼課にブく ・

so～ ヲク の击分陌 に対レて は 前丘し た 法 てﾡ 翌価を詞書すラ ・ 

すほめち $。 年のヒﾡの調 空 は 6○年のビさの 「タ架価 十地価 

+く s○〜4oのノoヶ年商の 商収入 ) を 負 本化利率 c2* )

よ v 若干高1J ﾡ列利年 c引) <ﾡ引 ハ て 末め チ ・ 〜○年のヒきの 

<はつう して求めと, ひ 年 の卵 茎価に 网 我収入 を/Rえ ﾡものを 

・引l) て求あ る . ﾡマ利は幼会に血づ< ほど高く すろく 2の、： 

て3 引○年の とキ ラ2今) また比ﾡの めに株価 を計ﾡ するo 

望ま し..

ノ～年まては条ﾡﾡﾡ価値くﾡ林甚十地価) によって

ノ 今年まではそ川の 俊価 によってプロトさn ノ$ヲ0年ほ 曲 

際をあ1Jて佳ﾡする .

るﾡの価が法の語ﾡは図上で行M る。まず 年全価省曲ﾡ 

収症価 ヒ o 整 を は かる . 年会価値 曲 ﾡは全営全体の 価値ﾡ盛を再 

隠する ものでた けnば高 らな"から収益価ヒ . すずて の 曲線価値、);

ビ は一致し 同け ば台 ら な -図 ご斜集新分の 南穩がー我: す 3 
—— . 両考か一歌 しない とさは. 築価軍去のた め の 利率 を 若干表 

更寸る こ匕によ りあるて ビ 血づけるCヒがるさる ・ 2の例では利 

条をo.。←下げラ Cヒによつる両春が一致し- 函に 示 n1年 

会価値は .そ管のﾡﾡ部分 としる の委清価値である から 、 ﾡ休価督 

とレては 芝の 林分 の売手およ い頁 〒に お け ラ 別海利益 ヌ は不 n 

栃が考ﾡさ 1 合けは点らたI. 一根的 にいつそ Cの ビきの価値は 

高くたラ。

出線の&そ呉は • ﾡﾡなﾡ難点し 東行さ』る造ﾡごあ引か 

ご J川 にﾡく <ガ全林の ﾡ分 は、幼全休の 重重長曲ﾡをも つ マ する ○ 

しも考え あポる.

看着の長素すっ 年令価値歯領と大該ﾡの番宮軍評価法における 

ぞ ヒ を 応炭 してみる ヒ 後者ば 全桜向にかな リ 悠く さって1 ラか 

ﾡC幼会林およびﾡ会株では常Kﾡしたっ <る。全桜前r 

悠 の は収拉価算なのだめ の利幸が前者の 2$に才し後看ては 

今$4ヒI ラ 高J利幸を使フマ 1るめであり、幼会林あ が老 

今株で 特に悠< たっているのは ・ 豊林促進およで」の生表し1) フ 

た林政W立ﾡか ら 是義 とヨョ。

幼社令林の 年 会価値を来める のKによ<用u あnろグラーゼルの公 

つつに用1ら川てハる き営評価 の 万法 に 適合 し てい1ほ.ご 

ハさ 「至核の空前向全体性のベリに ・ﾡ在にﾡﾡけら川た入 

と炎の桜定ヒ ともヒ. 独立 し ていう株分のﾡ前前絶育室ﾡに注意 

ををりﾡら・ し 小も呼商の委近を軽覆し て ハヨ林束末軍 のﾡﾡ向様 

ﾡの 号奈 てあっ- つの公式は威限コ ハたﾡ乙 ・材種 ﾡ位に才 

し て作らlるﾡ長法則や価値形放法切による基硬を欠て1) s .

ﾡ司前に評価さハる幼今林の ばあJに は ・ 実ﾡの休全ごはたく姿 

ﾡ今憂甲 I 乏 髪がある . 実ﾡの株今に は起応 しく 発高不長ほ林 

悠 < 庄希言度ﾡは株け高く 評価 nはけ小 ずた あ店I。 

年全ﾡ値曲ﾡは 個々の 今ﾡのﾡ長重価ﾡ とか、価値ﾡ長重の査 

に応じﾡﾡ補値の次たにし て3る. たヒえば幼会林が山事 

々害でﾡ壊さハピﾡは ・ 竹有春対し て は進林重じざのﾡに株、 

分ダは至営ﾡ力のﾡ長給のﾡ矢が従ﾡ司盛しえﾡ林木全の歯町に

1 こ補信さ 1 はけハばら I］。

(フ2) (フノ)



例 正ﾡな 高長を しマJた ノS年の タ ウ と休がﾡﾡハ ﾡビきの

み滅さ 成 た 株の ﾡ壁林ﾡ &考ッ $$oマレク

成長督ﾡ 失親(図 て、ノ今年生 の林木価)----------*oo2 レ ク

.。 /ダ年まるの 京長 ﾡの千ﾡ値 -今2 =うヌララ マルア 

新ﾡて今 年 生の 休パ作 らiるとすっヒノ。 年分 の 成装量 が延沐貢

ヒビも K補偵さう を零す .

,。 ﾡ受ﾡ複 想 ララ.ラ3* ノ2=ラョヨラマルク 

根豊履合計 $ ○+ ララタラ = a8ラヲマル

従示 ・ ﾡ毒額 の補 に)は 地 価利 う が 延 に 用 IJ ら nで 三 に.しかし

有者 相 由 林に 期待 寸 るしの3年々の成夜量ヒ か さ の 他 の 生産物て 

あるから そらkっハての の福きﾡが補値 : 呎なけ 1ばならI, 

し まに 価でﾡ利うの復定は桜めて不確美はもの乙あるから 

ﾡ価利子がﾡI ら る のは ・ 実際に裸城 の評緬が向恵びある 斯 小 、 

株木生た以外の利用T ﾡ性が向ﾡるあるにﾡ足< ハ小ばな ほぬ

3 休価のﾡ剥8評価 ^

2 ﾡきﾡ rよっ て桜商づけらたﾡﾡ価

本ﾡば * の上ある木がさるよ ラなっビきは じめ 

・. .. ",

て自由処理でる ・そまて^は 株木生産 の書 1』手ヒしその みナF価 マ 

ごる週定福産』である。

株ﾡの 市帰価格はﾡ髪しﾡ令とによっ てさまるが . ﾡ絵は主とし 

てふそき有かめﾡﾡさハる。何とは ば’、カヽ更 営有 の 前有 寸る 次期

(2)

は • 立木がﾡくた』は有者 には無用とほろからである。 2 
と寄器は を価ﾡてを言案めて頑ボをﾡ天しよう ヒする至宮 

春よりくる ・認に数・に え今称をﾡっ ているものは .さら え々林 

を 夏 ・ﾡす ○とは、番積の自由処理が因ﾡは たのに着しく不利てあ

太n木地幼会林をめ たうが有利て あ引からて あ 3 .

林他 に才 するﾡ 価ば そ の 土ﾡ の収益カガのサによフマ=めら 

成 ろのでぼなく そ 全林そ 宮ﾡ分に価らかの奨で役立っ て 3 

利ﾡによつて大いK左石さる. し たがフて旅地のﾡ髪価杉はさ の 

株分の次益力 外のﾡ別利ﾡが加味さIラ ごヒ によ フて高め ら朮 

るが、一令価格のなは、小系株の有者が ﾡ・特手まで収入 

が合く 、 しかも税金ﾡ林ﾡ等の首用がかか3依政を昇つて1う 

よりは校くても手しﾡヒ ラ考えから ﾡめらm る能性があ引. 

○のよラた ﾡ器と咲給か ら定め ら J る林ﾡの 市ﾡ価ﾡが 土世ﾡ望 

と着しくﾡハっの は き紙るある . 土覚ﾡ望ﾡさ市場価ﾡにづけ 

るたのに • 列全を凍し た り ・収入ペヌ去をが政した り しマい る例 

があるが つほもち ろんﾡﾡであ リ ・ 評価はあくテても実上の 

ル ﾡる価値肉保から 尋かm aばほらほい。

土地断 価 の計算式によハばィー の地価したう」う は方 選 危株地 

c し 頁手があ るといラ ﾡ夫を説呼する の は. ほ兼ヒか放ﾡによる収 

ﾡ性とか、ﾡを体の -ﾡﾡ西引ヒ してﾡつ価ﾡピIフたﾡ列は 

催てある。ヒにかく、※の地ﾡて広して1Jる休ﾡの市ﾡ価ﾡを 

無種して ・「最読の和引をﾡをﾡ煙とﾡ会の盆から直ﾡにﾡ価 

を計甲 しよ ラ とする Fa..xuoっu の土ﾡ収益ﾡ」には賛夜で 

7 6。評平価は • 市 ﾡ価ﾡ に 帳応 して定ためらハるさてあつて、株、

(フ73)



の面力は 林地の相ﾡほ価低をﾡ足ﾡす 引 のに彼フ のみてあ

る。 ・ ・*

つの見地かい Sp2eaeC らP8Aジ8acA2ンが,ラ2& 
年 に 提.紊した .法ほ 注目 に 値す •う、A 二 ば ・#ﾡは林地のﾡの 価 

格を菱ﾡど し て 価 ﾡ材程わよ い地位ﾡ列に計年 さ iﾡMス猿い益 

に に例 し て 価 しよ ラとラ のであ る . i義収極価 と

Foc4Zっonx の公式からﾡﾡﾡと危理ﾡヒ 2孫げたものてあョ 

が つnの 地m) の比例数は利帯の 大き さに あま り影省= nた) と 

・) ラ特徴をﾡっ ている .マの工 →ヤﾡﾡ銀では /2○
32 ミノタレIJラ と例 数てある が、も しマツの正 ﾡ位級 の 平 内的か戸 

市場価格しし て う2マルクが号えらいるならば 訳の価• ' I さ.
は6ooさ «ヲoミ ヲ2 2: 2/©: /22フルク / た

3る. -

つの提来には孫副的には異議がたいが しかし 英収拡細とJ 
ラよう ほ近路を逾ら すモ 也包諛别 の空営の部収益:K比例 し 

たﾡが高ﾡで ある。 ノタラ ア年の価ﾡﾡ場て タウヒの ﾡﾡ別の免 

ﾡをあ る地ﾡに つて計ﾡすると次のよ うごある .

そ し I級の平ﾡ的向 市ﾡの価格が$°のマルク /イユ- ごの 3と 

すョ と - 地位級別 の 処価 は クe○:seeミ 引$o: /ヒ○'o 

となる。つうして 末の ら n た地価は . 直株が城に 函難でた ばあJ 

に は々の 株地 の 評価 c 用い め ハ る . 造ﾡがﾡ難て あ m ば <ハrた

ェ 五 IL TV

ノノ, o s4.4 24 < a

比例数 ノ oo ク/の 42 タZ 2o・フ /,ど

じ て 減景さ . 一方 •有用 な前 生材がある とか・ 隣ﾡ杯分の杯ﾡを 

安けてI) て幼今ﾡの区冬すﾡ吾が書ﾡてさる とョY は高め らnる。

フ 株林2比報書ﾡの系理

株ﾡ の 価 にw しこは Z役の 登定がル逐である . & ては2 

ﾡ銀のリ < 地位 3 Rを用)】 て説ﾡ しﾡが 収硬私示さ 0で地位 

は あ地銀の 基ﾡと しては極める不え分なものてあ引 . ○のため、H

▽ﾡ級にで分さ た位領を ラ〜8 昭銀に 細分 し下例も あ 

るが つのよラ a* り うは・ 正歴さ の ﾡ事を蔵え ている ので点< 

価のﾡ称である価値差とか貸用差を点ﾡして ・ る . K硬意のよう 

に初高あのみによってら 地銀を区分する つヒはでさ高13 。たヒえば、 

ブナ 木の代ﾡ地に をえ めiタラこ 五 延泣鍛の壯々林は、に比 

銀後最の 状ﾡに あるのが ﾡ重で、*の林の 主後K は 地力ﾡの た 

め他研程 の ﾡ文はか ら 方け n ばなら 1)かも しni な、 Q ・ C 川< 

し タウビ ガ何 ゲも続1) て 種え あnている竹て.. ずっ ヒ河じよう 

a 生夜を け て1るタウヒの 通の ばあ Z は • 現在前 香ヒ同 じ材高 

でめっても ・前若より 2ﾡ銀ヒ しては 上f にある。

ま ﾡ • 立地級 点挺位誕ヒ は異っ て . < の株地の自条命 、 そ節系 

か pして、ﾡ よ り 有利な利用方法 ・ た ヒえば濃地ビ 月リラると 

か よ り 収益の多 研種の種求が能であるかによっ マ奨ってく 

る。日 生ﾡ4の価ﾡやそ客首問に彩ﾡがある至清開奈の差パ

級に肉保する のはJう まてもほ1。自ﾡ的糸件 の差ヒ そ清岡 

糸件の差ヒ はテ 2 に 測定こ るが、 この 両 者け相互 に融合 してる 

呉を戻念しマはらた. だ ヒえば、あ る株ﾡが値の寄木の

(7) 「7S)



青盛してる と判出され るとさ つの 利益1す その 不に 対する 岡 

受がﾡ未要に潜加する た予値こ山るたらば 二 -信高く 評価さるC 

とに高る。 ・

したがっマ. あ地Tの次たはﾡﾡ命るは店く ﾡ系のﾡ及を段会 

ん て ﾡﾡ的Kに含さハ hげ方 ら点い. ビハvえ 祀Kに 奥現さ た林 

複のけたらす" •材獲と使用価値に応す'う好家 Q 収逝カ 同時Kに 締 

米に 豊園方 在庫あを残 す候ﾡ株業 の信琴系理に然フマの可ﾡ点 ﾡ食 

生ﾡの多ﾡ性るも考定すでさとある ・つの戻の 若•急 げ土池加•収通装 

では な さn マ い忘 ・ ・

つラしだつヒから • 赤地立ﾡ評価の課は係継前な以益基づく 

新しあ形首 の分類を業する ○ヒである. 2地ﾡの次はさしあた 

り /。 〜/2 とするが・下そ/を6っの群に分けてごの特ﾡ産 

締裁しよう ・ .

ノﾡ 気標 • ﾡﾡ 、 位 置等 の 株件Y 趣まて) こ 最局 の 成果が期 

ﾡごきる立地群である . 2のﾡには震地しして も便える之池がき 

まる.

2群 価値の高I木を数ﾡかっ係統に由ﾡ し う る群で 
パ ・

ある- 幹末- 模ﾡしし て の利ﾡがﾡﾡとろ よう 海所「は除か 

nる,主た ﾡ力波がﾡさるようは前もﾡかる。2～ョ 

立他商分けらる。 ^ ・

3 ﾡ 高3収ﾡはﾡ待ごさきいが、 地にﾡじてﾡ旅さたﾡ是 

林ま た は 統林をﾡ太 昼を伴 う○となしにﾡ金 し9多 あ他群であ 

る . 取益ば高く 高 い ので, のﾡﾡ々株ﾡのﾡ入によ フて生ﾡ力 

を更に高めﾡに))である. 2～5立ﾡﾡに分けらる。

(フ6) 

土群 を泰法の切何によフマは. 各塵の被害地力のﾡ退が懸 

令さる のマ 書用が満む とか 話ﾡの宮由な効理がﾡさう 

ようラ2地群である. 2～ヨ3店に分けらnる.

今群 説錠株種へのま受がﾡ符さず しかもその収るﾡ加に 

a 多爆 の 営用 を撃す るにも かかわ ら ず一ﾡ的の ﾡ果 し かﾡ待でさ

1Jよう高食高た地群である。 2nには 部分ﾡﾡ形広長が 

けら 普星の林茶そ巻のﾡ界地しけたさ るが含ま加 ラ . 

4番 高山のﾡﾡ界に血元系 いピ覚爆地、ﾡ受地寺 

である.

つのように して 区分さm た之地ﾡに対して . そなの立ﾡを 

表 す る そ惨体東領に おけ う 変営 政ﾡを調査検者 して、さ加ま 

り各 2 地T Kおけラ 鈍炽強の碎 を依 りなすつピは芝ほ ど西難 2 
しではであうう ・

C 系杯以外の地ﾡの利問

前盛したよ う rに • 各立立店のﾡ収盗よ り求めらn たと例数と • 平 

前な林拠の市ﾡ価格と の銀令せ ビ よ っ て林地を評価する わけであ 

るが 旅地の平ﾡ的た市ﾡ価ﾡの査すすしもきあで3高I。か 

地が内でえらた休地の市ﾡ価ﾡはあまり に数が4 売手々夏手 

のﾡ殊万罪ﾡにﾡく左右さ m て ・ て便用でさたい ○ビが多、.そ の 

ようたどきには 売長幸例の多 ・Jﾡ地の 市婦価格が役立っ。・ の ば 

めい、ﾡ他ヒ林地のﾡにある所 すためちﾡﾡﾡ地の価ﾡが修正し 

ご用1)らる .

林地がﾡ地にﾡ模さハ a とさ には . C の土の価格はﾡビ し て

(ゥク)



の価格ぞの ものてはは と 支がFめにLそら支用と しい . か 

フ 予ﾡ さ オ 3 収ﾡ能ガに 雨 じさ求のら a ばさ らほハJ・ 
例り ﾡ地にﾡﾡすラ株地がﾡし して利問する だめに、的ま— 

ばあ 。

完成ﾡ地の所価 ヲoo○マルク /fz / 桜係収入乏除いた 用ﾡﾡ 

ノ2o oマレク /たみ ﾡ堂府市裂責 3o ○マル /A& と する と 

ごの 土ルの 価核ば

ラ ooo 一</ ○○○+ヲo。 )=ノフ ○oルク/

=らrに ざの土地にﾡﾡするﾡ存林分の株ﾡの影害 ﾡ組当 

初の数年周 の 波ﾡ波考をﾡﾡ しマ・その 分セ さしかく と軽す 3。 

フ 従末系かマ あっ日 所がﾡ否ﾡ として便用さnラ ばあ -

< の 森杯がょ) ﾡ末宅地々 ﾡ姫 ビしマ利用さn3 見2さ あ っ 所 

3 宅池ﾡﾡしし この見必価怒からﾡ検甚在さ し0山た価お、 

ま た 今後も素林ヒ しての 利 用 能であっ たは たヒスえ * 

が凌習施教の た めに時塞さ nピしマも 音通の株林と して 価 

さnる.

3) 素林内 K教 けラの をﾡき 2 する 工 の 歌地 ヒ し て明1) ら た 

林ﾡのずあ1 ・
※ の株ﾡば 工歳殺地と し マﾡ司高ﾡ 才を持って いJるから マ 门 < 

ﾡ売 しt 評価が なさる。但し、支 ﾡの 便が居 から工ﾡ表池 

ヒレて の最悠パ用い ら n さ ら に/幣 の 施数賞をど し ひく.

②) 森林 が 運 悠 奥 鉄 道嗷 逝 ししてﾡ 開さ n a ばあ ・J.

国 戻そﾡ として はﾡ株 育 欧 上の価値あろ和用に株地 を あ てる 2 
ビにﾡうか、森休有者は却っマ授客セ受りマつとが多。半面

(ク8)

利 ﾡも あリラるのて ・ 利益 と慢害ヒ の た繋が弓さ る ・ し人レ 

自ﾡ車道ﾡ教の ばあい よラときは . 孫株所有君3車に坂地 

となった株かにお けマル狼の <ほるこ ヒマ 、 ﾡ株分への悪影 

ﾡに対する補ﾡのみ点 らす 2 の道意のも っﾡ素ﾡﾡ上のﾡ民そ

清的宮利益にﾡ号する理ネがﾡめらハるのる、、営盛の林地価格を 

若 〒 上短 っ ﾡ価格が是契さn 多ごあうう。

株ﾡ価は ﾡ末君の利ﾡし・売手例の福失とのﾡをはかるも 

のであ多。林地は以前は赤林至ﾡの-ﾡ成員と し こ 、 *の価値は 

益価 によって 評価 川lる. ごの 株地が よ ッ 価値あ る用ﾡある 

あるときは、ぞこに 超通価僵を生ずる . ぞの分が旧前有若に加 

1 ュ n て補筒さ n1 る. 林地の価ﾡは 、 帝にﾡ求の桜用 目前が決是 

する ・ 林地はﾡ済前ﾡ殿の示列にﾡつマ国ﾡ委命点効用の さり 

高1隊ﾡに移行すう ・

4ごの他の 森株評価 の 課爆

2 林束問司ﾡの誤税想登定

ド イツの 連儒髄 法な は、ﾡﾡあよ 収ﾡ課税 c 前将秘 は含すな ) 

L て は重常価ﾡ C Genueu Lex )よ 3評価を規是 

してハラ ・Onは浪株東用賞ﾡにつては、営産の双ﾡ能力に然つ 

ごﾡ差さ3 ・ 2 の収盛能力 は 、 計有者信理者の 人前そﾡ徒 

ガによ っこ左右さ ろ契ﾡのﾡﾡるははく • 秩ﾡある番感の地才的 

例壁可能な相収入と書甲ヒによりﾡさる可能た収益によ フマ

判定さ 】 る ・

以 岡 の収捡課祝 莒 は 査え3J た森抹ﾡﾡ表Yﾡ課税していた

(2テ)



が, ノヲヲ6年ノ2月ノ 日の法律によ フ ご記一的 Kに作み 川ただ種の ' 

基礎ヒしては ・ 株東そ核ヲﾡに株楽不動座の 名営軍心価値が用ら

てる. C川は不本未のﾡﾡ価ではたく 令銀評価をヒり入ハてあ 

り ・ また 実上の菅義をも考高 し乙いうものであつる

た収ﾡ価」乙ある。 そ営軍位評価法の建ﾡデークヒしては 平尚 

dた収入、支の数官ヒ ・ﾡ美の菱ﾡが2太ﾡの%在用たﾡﾡに 

よ フマﾡめ ら n る収委ﾡの 苫ﾡがﾡ用さ る ・

新はIずのﾡきても収ﾡ課税の対暴しほきの 最高の収 

ﾡをあ げラる桜ﾡの林木では s < 、 実ﾡの林る あ a ・したがっ さ 

収盛ﾡ力の大段に ・実際の株木Kに応する入 ・支の デ 

しかし. 土地K 材する スﾡ柔税のさ 1)は・ 前前で の う た 帰

未ﾡ特 さる「り 大きﾡ利用価値」k 従っ マ区分さ ハ立地Tが 

長問さﾡるきかビうかはﾡである . ﾡ在不た分 k和用 ハマ 

る株地が、ま り 有うな利 用 を ﾡ慮 し マ 評価さ mるヒ 沖荷宿 は林量 

政友を動ﾡづけ ら in きかも しな1)が 抹種改; 酸 の効 察があ が ずき 

乙長町向を思し 高)J株ﾡ謀税はそ営黄に芝ハだけ)公んマ 

愛に赤本ﾡ 化させう廻nがあう。した が て 深税頼査定の に 

は前飾でのイたか法ヒは異つに評価が政集ﾡ民ﾡから とら 2 
にき。

2れに対しる 、有 な休種へ の ﾡがめ ら ぬ た ばあには ア 

実r 欧夜重が若干 潜m していきから ヽ 課税のさ ・) に もﾡ値ﾡm E呉 
ム ニビがるきラ . しかし 現行の柔ﾡﾡ位評価では ﾡ様館マでは

く議殺を評価の象とし てNるので ごラ したﾡ俺が#はも. 

このため 至営軍位評価は ﾡﾡ初ﾡの幼会株の多)J狂営に対して 

上のよラた疑向があるばかりで方く、を会本の多至営のばあ〕 

には、不令理点評価なする、ヒラのは、ﾡ会林で3 成長置にか 

なり悠下しマおり かっ歳所々市場の関保から言ﾡの自由処理に限 

r とうていろ つヒが多Jヒ1 ララ 向○ヒを魚ﾡし てるので 

同す ぎる 評価 乙す3つ とK を/から を あよ . 納令株に 対す る 悠す ¥ 

5評価ば 課秘政集上から す引ヒ 法長量が末奏度叹拉で あ るから 

是認さ»ろとしても 、 港会林 の 高す ざ 3 評価 はア選で ある. ほる

ﾡの 寄1) ﾡ今株の t有ﾡは 比較的ﾡ福 であ ③から ﾡ金 が寄 < 

a もよ 1) とハ ラ理ほもたリ たつ。しか し林、が値の 高1不るﾡ雷 

に帰営 して ・る つの国戻変的竜義を考ﾡし点けハ ば万ら13.
命花収 泣説か ら すは ・収利年の13え令株 の前将 は非難 さnる

ヒ に ほ リ を今 株に対す マ 高 H 私が 正ヨと なっ パ 今日 の 赤政 

の活す景 ﾡ は数 昌 a ﾡ係 有のﾡにあっ。

〃又 施 倾を澤 足 す る さいに用らハる利ヒしマ 林木書費の 自 

の種可能性に古木する悠利を使うつ と は 株木番ﾡが上蛍の 

;は国氏そ清前意ﾡと持た ホ ま 森: 林沖背岩 が 法律 に 歩って 俵 

ﾡ林素 2 ﾡ務づけら』てい高1ほらば正ヨてあうう . しかし ﾡ在 

の ドイ 株茶 に課せら nた 表務か ら すば、今ヨ用らハさハる 

今 s %は ﾡ直ヨ で あう う。

り ﾡ株収協ﾡ の 評価 ,

T列前た c 国 定的な ) 赤株ﾡ水D価 a 表向容湯である。契 

物きたば局百 に よ 3衣和 に 銅、'4 年3 の 短動的た収益が確認さハる 

から "務多。つにし て 不ﾡ週命点ﾡ利 の評価13ﾡかであ引 . C 
のばあハには平ﾡﾡの ﾡﾡをし ほけおら 高. ﾡﾡ振ﾡと

(82) (8/)



高軍月用材収ﾡ衣の とミ には 長郎 に 亘っ 実藤 の収殲選を 調査す… 

ば申モリ よ ラ。調査と じて は yく とも N 0 の ヲ○年回 の千ﾡ値を末 

めるが.ﾡ◇の 菱務が殺しJとさに は更に長ﾡ に巨る詞査をナラ、 

調査ﾡは収ﾡ量の大きさr もﾡ保す る ・ 大量の ばあ Iはﾡ苗 

ﾡﾡ内ご さ 1J が 建累用 材衣 く Bau&wCz - fccacPe - 
xcんそこ )のよラ •レ•量か フ 尚行ﾡ部 ほどさヒ は長期を要 し 

ピ の評価は困難るある。

年干ﾡ益を食本化 する ときに用ハ る利年 としては 前 に利宇 :: 

商で支たよう • 年ざの収ﾡ里が国定がてあるほど1Jかえは 

自密知理订能性がサい ほど高く する つヒが血ヨるあろ. 一破対 厂,： 

っ z . 林ﾡ利牛が 2～3% ごあみ現在る はうダ4プ の絶囲 内 の R 

がﾡ い)あよラ・

灰利価値の 価にわい マ は林政上 の 参常が琴であ引 ・ 株株法に 

よって-赤林有看は 係説休束ためのﾡﾡ休の義税 學象のﾡ 

昼と委営素ﾡ広の表務を言ゐさいて いる ・ ○のめの首用をさし0 

I)た系株益と ﾡ行の枚利価ﾡヒの不ﾡﾡにする方ﾡを琴す s 
ま . ﾡ利ﾡ の疑計を脅やか す よ ラほCヒの高はう にす引 こヒo 
室ま る . 不利旨系件下でﾡ業を感んる 弓も2の営乗下ﾡ株取 

衣の評価のレきYには つの兵をよく記ﾡ して評価するを器す3
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